
令和６年度

2 0 2 5
公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団

愛 知 県 埋 蔵 文 化 財 センター

愛知県埋蔵文化財センター

愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



Ⅰ．令和6年度事業概要  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････1
 調査の理由と工程  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････  2 
 令和6年度調査遺跡位置図  ････････････････････････････････････････････････････････････････  4

Ⅱ．遺跡調査の概要  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  7
 稲沢市 一色天神遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････  8 
 　　　 辻惣山遺跡（本発掘調査B） ････････････････････････････････････････････････････10
 清須市 清洲城下町遺跡（本発掘調査B） ････････････････････････････････････････････････11 
  清洲城下町遺跡（本発掘調査B）  ･･･････････････････････････････････････････････12  
 名古屋市 西二葉町遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････15 
 豊山町 青山神明遺跡・多気中町東遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････24 
  青山神明遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････30
  青山神明遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････32
  青山神明遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････35
  青山神明遺跡・青山金剛遺跡（本発掘調査B） ････････････････････････････････････38
 安城市 寄島遺跡（本発掘調査B） ･･････････････････････････････････････････････････････42
  姫下遺跡(本発掘調査B) ･･････････････････････････････････････････････････････43
  中狭間遺跡(本発掘調査B) ････････････････････････････････････････････････････44
 豊橋市 野添遺跡・萱野遺跡（本発掘調査B） ････････････････････････････････････････････45
 設楽町 中村遺跡(本発掘調査A) ･･････････････････････････････････････････････････････48
  上戸神遺跡(本発掘調査A) ････････････････････････････････････････････････････49
  ハラビ平遺跡（本発掘調査A・B） ･･･････････････････････････････････････････････50
 
Ⅲ．刊行報告書抄録  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････53
 第227集　大畑遺跡 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････54
 第228集　大崎遺跡 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････56
 第229集　内貝津橋遺跡 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････58
 第230集　吉田城址・飽海遺跡 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････60

Ⅳ．普及・公開活動の記録 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････  63 
 埋蔵文化財展（春の埋蔵文化財展示・秋の埋蔵文化財展） ･･････････････････････････････････････････64 
 あいち朝日遺跡ミュージアム企画展  ･････････････････････････････････････････････････････････････66
 あいち朝日遺跡ミュージアム 体験！弥生ムラへの出展/ 愛知県生涯学習推進センター協力講座 ････････････68
 連続歴史講座 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････69
 栄中日文化センター協力講座 ･･････････････････････････････････････････････････････････････70
 清須市文化財講座(協力事業) ･･････････････････････････････････････････････････････････････71
 考古学フェア　あいちの考古学2024 ･･･････････････････････････････････････････････････････72
       サポーターズクラブの活動について ････････････････････････････････････････････････････････75

V．埋蔵文化財センターの活動  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････77
 資料の貸出一覧 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････78
  ホームページ/ 地元説明会/ 報告書作成のための指導 ･････････････････････････････････････････79
       発掘調査における遺構・遺物などの指導 ････････････････････････････････････････････････････80
 令和6年度愛知県埋蔵文化財センター組織一覧 ･･････････････････････････････････････････････81

目      次

愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



I . 令和６年度事業概要

愛知県埋蔵文化財センター　令和６年度　年報　2025.3



2

調査の理由と工程
１. 発掘調査

事業主体 事業名 遺跡名
調査面積
（㎡）

調査期間 調査担当

国土交通省　　
中部地方整備局

設楽ダム　
工事事務所

設楽ダム

中村遺跡 22 令和 6 年 7 月 堀木・田中
上戸神遺跡 132 令和 6 年 7 月 堀木・田中

ハラビ平遺跡 857
令和 6 年 11 月〜
令和 7 年 1 月

堀木・河嶋

県建設局

道路建設課

橋梁整備工事・総合治水対策特定河
川工事（防災安全・緊急対策）（主）
名古屋祖父江線　清洲橋

清洲城下町遺跡
( 清洲橋 )

300 令和 6 年 4 月 堀木・田中

名鉄新清洲駅付近鉄道高架事業の本
線工事・仮線工事（側道工事あり）

清洲城下町遺跡
( 名鉄 )

260
令和 7 年
1 月〜 3 月

永井宏・田中

道路改良事業 ( 交付金 )（一）春日
小牧線、( 一 ) 小牧岩倉一宮線

青山神明遺跡
多気中町東遺跡

4,295
令和 6 年
5 月〜 12 月

永井宏・池本・
蔭山・梶田

道路改良工事 ( 交付金 )( 主 ) 東三河
環状線 ( 石巻本町当古工区 )　

野添遺跡
萱野遺跡

1,228
令和 6 年
10 月〜 12 月

堀木・田中

河川課

中小河川改良事業・総合治水対策特
定河川事業 ( 一級河川大山川 )

青山神明遺跡
( 大山川 )

7,000
令和 6 年
5 月〜 9 月

永井宏・鈴木
恵・梶田

中小河川改良工事(一級河川鹿乗川)
寄島遺跡 618

令和 6 年
7 月〜 10 月

堀木・河嶋

姫下遺跡 187 令和 6 年 10 月 堀木・河嶋
中狭間遺跡 56 令和 6 年 10 月 堀木・河嶋

県防災安全局
防災危機管
理課

愛知県基幹的広域防災拠点整備事業

青山神明遺跡
(防災拠点A調整池等)

5,047
令和 6 年
４月〜７月

鈴木正・酒井・
梶田

青山神明遺跡
(防災拠点B消防学校)

3,310
令和 6 年 12 月〜
令和７年２月

鈴木正・酒井・
梶田

青山神明遺跡
青山金剛遺跡
( 防災拠点 C 代替地 )

2,642
令和 6 年
9 月〜 12 月

鈴木正・酒井

県教育委員会 財務施設課

明和高等学校校舎建築工事 西二葉町遺跡 2,470
令和６年
５月〜１1 月

堀木・川添

いなざわ特別支援学校校舎建築工事 一色天神遺跡 1,100
令和 6 年
9 月〜 12 月

木川・木村・
武部

稲沢緑風館高等学校校舎建築工事 辻惣山遺跡 1,120
令和 6 年 11 月〜
令和７年２月

木村・木川・
武部・永井宏

令和 6 年度の調査総面積は 30,644 ㎡
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２. 整理・報告書編集

３. 令和6年度刊行物 

 ・埋蔵文化財調査報告書（計4冊）

     第227集　大畑遺跡
     第228集　大崎遺跡
     第229集　内貝津橋遺跡
     第230集　吉田城址・飽海遺跡

 ・令和６年度　愛知県埋蔵文化財センター年報
 ・研究紀要　第 25 号

事業主体 事業名 遺跡名 調査面積（㎡） 調査年度
整理 国土交通省

中部地方　　
整備局

設楽ダム　
工事事務所

設楽ダム 下延坂遺跡 14,630 R2・R3・
R4・R5

県スポーツ局 愛知国際
アリーナ課

愛知県新体育館整備・運営等
事業

名城公園遺跡 27,000 R3・R4

整理・報告 国土交通省
中部地方　　
整備局

営繕部計画課 名古屋第 4 地方合同庁舎整備
等事業

名古屋城三の丸遺跡（A） 1,119 R5

名古屋城三の丸遺跡（B） 3,344 R5

豊橋河川事務所 矢作川河川改修事業 牛寺遺跡 3,800 H30・R3
県建設局 上下水道課 日光川上流流域下水道事業水

処理施設築造工事
一色青海遺跡 4,560 H30・R1・

R3・R5
道路建設課 一般国道 151 号 ( 一宮バイパ

ス )
花の木古墳群・花の木
遺跡・花の木北遺跡

8,955 R2・R3・
R4・R5

印刷・刊行 国土交通省
中部地方
整備局

設楽ダム
工事事務所

設楽ダム 大畑遺跡 16,030 H29・R4
大崎遺跡 11,085 R3・R4

県建設局　 道路建設課 道路改築工事　国道 420 号 内貝津橋遺跡 920 R4
整理・報告・
印刷・刊行

県防災安全局 防災危機管理課 東三河建設事務所改修工事
( 発電機棟等建設 )

吉田城址・飽海遺跡 100 R4
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令和 6 年度　調査遺跡位置図

国土地理院 1/2.5 万地形図「清洲」

※地形図は 50％縮小しています。

一色天神遺跡

辻惣山遺跡

国土地理院 1/2.5 万地形図「清洲」

清洲城下町遺跡

清洲城下町遺跡
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国土地理院 1/2.5 万地形図「小牧」 国土地理院 1/2.5 万地形図「安城」

国土地理院 1/2.5 万地形図「田口」

※地形図は 50％縮小しています。

国土地理院 1/2.5 万地形図「名古屋北部」

西二葉町遺跡

青山神明遺跡 ( 道建 )
多気中町東遺跡

青山神明遺跡 ( 河川 )

野添遺跡
萱野遺跡

青山金剛遺跡

青山神明遺跡 ( 調整池 )

青山神明遺跡 ( 消防学校 )

青山神明遺跡 ( 代替地 )

寄島遺跡

姫下遺跡

中狭間遺跡

国土地理院 1/2.5 万地形図「豊橋」

上戸神遺跡

中村遺跡

ハラビ平遺跡
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II. 遺跡調査の概要
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所 在 地

調 査 理 由
調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者

8

稲沢市一色森山町225-1
（北緯35度14分05秒 東経136度44分54秒）

いなざわ特別支援学校校舎建築工事
令和6年9月〜12月
1,100㎡
木川正夫・木村有作・武部真木

調査は、愛知県教育委員会財務施設課によるいなざわ特別支援学校校舎建築工事に伴う
事前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、実施した。調査期間は令和6年9月か
ら12月、調査面積は1,100㎡である。調査では校舎建築予定地を24A区と設定し、Aa区（西
半部）とAb区（東半部）に分割して行い、駐輪場新設予定地は24Aa区の南西突出部、受水
槽新設予定地は24B区として調査を実施した。

遺跡は尾張平野の中央部、三宅川と日光川に挟まれた沖積低地に位置し、周辺地形は網
状に広がる旧流路によって形成された島状の微高地と後背湿地で構成される。また伊勢
湾第二浜堤の微高地の一画にあたる。この伊勢湾第二浜堤上に立地する弥生時代の集落
遺跡は、東から順に野口・北出遺跡（前期〜中期）、一色青海遺跡（中期）、跡ノ口遺跡（中
期〜後期）、一色天神遺跡（後期〜古墳時代初頭）がある。

24Ab区東端付近は調査区外に広がるように湿地状の堆積が認められた。それより西側
の微高地では弥生土器を含む黒色土包含層の堆積が認められ、黒色土を埋土とする溝が
東西方向、南北方向の溝群として確認された。24Ab区東端部では耕作に伴うとみられる
複数の溝が並び、付近ではS字状口縁台付甕や高坏が出土した。このほか24Aa区の土坑よ
り人面の可能性が考えられる刻線文のある弥生土器片1点が出土している。

この黒色土層より上には河川氾濫による砂質土が厚く堆積し、検出された遺構は中世
の竪穴状遺構・掘立柱建物柱穴・溝・土坑・道路状遺構がある。竪穴状遺構としたものは
平面形が隅丸方形を呈した建物柱穴が確認できないもので、24A区で3棟、24B区で1棟が
見つかっている。いくつかの遺構床面では鉄滓が出土したほか、鉄製品、砥石や24Aa区
134SKでは加えて焼土と焼石を検出し、鍛冶関連の作業が行われていたと推定される。ま
た、竪穴状遺構は複数が重複しており、出土した山茶碗などから14世紀後半から15世紀初
頭にかけて作業場として断続的に利用されていたと考えられる。これらの廃絶後には墓
域となった時期があり、銅銭（北宋銭）数枚と山茶碗を伴う土壙墓2基が検出されている。

24Ab区では昭和50年代まで使われていた南北方向の大畦畔があり、下層の西側では並
行して中世の溝が2条、大畦畔の直下では地盤改良を目的とした道路地業である波板状凹
凸面が検出された。少なくとも中世以降にこの辺りが低地部との境界として意識されて
きた可能性が考えられる。

調査範囲は東側に傾斜する微高地の周縁部にあたり、近接する集落遺跡よりは少し遅
れて弥生時代後期以降に集落が成立したと考えられる。また、14世紀後半を中心とした室
町時代には、鍛治関連の作業場として利用された。一帯で河川流路が比較的安定していた
時期の微高地縁辺の土地利用状況がうかがわれる。　　　　　　　（木川正夫・武部真木）

調査の経過

立地と環境

調査の概要
弥生時代後
期 ～ 古 墳
時 代 初 頭

中 　 世

ま と め

調査地点（1/2.5万「清洲」）

一
いっしきてんじん

色天神遺跡（本発掘調査B）　
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24B区の竪穴状遺構009SI（西から）

24Aa区基盤直上 溝446SD検出状況（東から）

24Aa区道状遺構198SXの残存状況（北から） 24Aa区上面全景（写真上が北）

24Aa区下面完掘状況（写真上が北）

24Ab区完掘状況（写真上が南）

24Aa区134SI床面焼土、焼石検出状況（北から）

24Ab区波板状凹凸面を伴う道路状遺構（北から）
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調 査 理 由
調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者

10

稲沢市平野町地内
（北緯35度14分26秒 東経136度47分14秒）

稲沢緑風館高等学校校舎建築工事
令和6年11月〜令和７年２月
1,120㎡
木村有作・木川正夫・武部真木・永井宏幸

調査は、愛知県教育委員会財務施設課による稲沢緑風館高等学校校舎建築工事に伴う
事前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和６年11月から令和７年２月に実
施した。調査面積は1,120㎡である。

遺跡は稲沢市内の中央に流れる三宅川が大きく蛇行する右岸の自然堤防上に立地する。
標高は現況6.5m前後である。

24Ａ区は東西方向に長い調査区で、主な遺構としては調査区西側に南北方向の中世の
溝037SDとこの溝から東へ10mほど離れて方形土坑を３基確認した。調査区西側には古
代の竪穴建物020SI・023SIを２棟確認した。24Ｂ区は24Ａ区中央北側に位置する調査区
で、東西方向の古代と中世の溝などを確認した。出土遺物は、弥生時代中期後半の土器片、
８世紀後半を中心とする須恵器・土師器・瓦など、12世紀末から13世紀初頭を中心とする
山茶碗・小皿などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井宏幸）

24Ab・B 区全景（西から） 24Aa 区中世溝 037SD（南から）

24Aa 区古代竪穴建物 020SI・023SI（東から） 24B 区全景（東から）

調査地点（1/2.5万「清洲」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

辻
つじそうやま

惣山遺跡（本発掘調査B）　
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所 在 地

調 査 理 由
調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者
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名鉄新清洲駅付近鉄道高架化事業の本線工事・
仮線工事(側道工事あり)

調査は、愛知県建設局道路建設課尾張建設事務所による名鉄新清洲駅付近鉄道高架化事
業の本線工事・仮線工事(側道工事あり)に伴う事前調査として、愛知県県民文化局より委
託を受け、実施した。調査面積は260㎡の2面調査である。

清洲城下町遺跡は清須市中央部を流れる五条川両岸の自然堤防状の微高地とその後背
湿地に広がる遺跡である。今回の調査区は県道127号(清須新川線)を挟んで西側を24A区、
東側を24B区として設定した。

調査は県道127号を挟んだ東側の24B区から開始した。24B区の東端では、江戸時代中期
の井戸16SEが検出され、西端では区画溝や礎石を伴う柱穴などが確認された。井戸16SE
は、上層で廃絶時に投げ込まれたと考えられる擂鉢や鉢などの陶器類が出土し、下層では
木質の板材や拳大の円礫が検出された。また、井戸の底面付近では井戸側が残存していた。

これらの遺構は、美濃路が整備された宿場町期の遺構と考えられ、街道沿いに展開した
町屋に関連する遺構と考えられる。24A区でも、同様の町屋に関連する遺構が展開すると
思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （田中　良）

清須市清洲地内
（北緯35度12分59秒 東経136度50分10秒）

令和7年1月〜3月
260㎡　
永井宏幸・田中　良 調査地点（1/2.5万「清洲」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

井戸 16SE 遺物出土状況 ( 東から )

清
きよすじょうかまち

洲城下町遺跡（本発掘調査B）　
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調 査 理 由
調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者
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橋梁整備工事・総合治水対策特定河川工事 (防災
安全・緊急対策) (主)名古屋祖父江線 清洲橋

調査は、愛知県建設局道路建設課尾張建設事務所による橋梁整備工事・総合治水対策特
定河川工事(防災安全・緊急対応)(主)名古屋祖父江線清洲橋に伴う事前調査として、愛知
県県民文化局より委託を受け、実施した。調査区は2000年度の調査区00B区の北側にあた
り、昨年度は23C区として石垣よりも上層(1面目・2面目)までを調査した。今年度は追加
調査として、石垣部分を3面目として調査した(24区)。

清洲城下町遺跡は清須市中央部を流れる五条川両岸の自然堤防状の微高地とその後背
湿地に広がる遺跡である。今回の調査区(24区)は「後期清須城」を描いた古城絵図にある
中枢部の北端に位置する。

今回の調査では、江戸時代前期の廃棄土坑や溝、遺物を含む整地層が検出され、その下
層からは「後期清須城」の石垣と考えられる巨石列020SWが検出された。また、上層の瓦
溜まり005SXと巨石列020SWから出土した瓦は、製作技法や規格など異なる要素が確認
された。瓦溜まりが整地層を掘り込んで形成されるのに対し、巨石列020SWは整地層が
形成されるよりも前に壊された痕跡が確認できるため、巨石列020SWの存続時期と瓦葺
き建物(005SX)の存続時期が異なる可能性が想定される。この差については、城主の違い
を表している可能性があるため、今後出土遺物の検討によってより明らかになると考え
られる。
　瓦溜まり 005SX は、大量の瓦と少量の陶器が出土する廃棄土坑である。この土坑は、
整地層を掘り込んで形成されており、その埋土中から出土した瓦は、後述する巨石列
020SW に伴う瓦と異なる要素が確認されている。瓦溜まりや整地層は、「後期清須城」
の廃城 ( 清須越し ) に関連するものと考えられ、瓦溜まりからは、瓦葺き建物 ( 櫓状建物
など ) の存在が想定される。
　巨石列 020SW は、瓦溜まり 005SX などが形成される整地層よりも下層から検出され
た。この巨石列 020SW は、00B 区から続く部分の北東に位置する。巨石列の基底部には、
栗石が敷き詰められており、それらは、巨石が検出された位置よりも北側に伸びること
が分かったが、北側はコンクリートによる護岸がなされており、残存していない。この
巨石列 020SW は隣接する 00B 区から出土した木簡に、「ほしの新右衛門」の記載があり、
この人物が織田信雄分限帳に記載された人物の可能性が高いことから、この巨石列の造
成時期は「後期清須城」の織田信雄が城主だった時期 (1586 年〜 1590 年 ) と考えられて
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 田中　良 )

清須市市場地内
（北緯35度13分8秒 東経136度50分38秒）

令和6年4月
300㎡　　　
堀木真美子・田中　良 調査地点（1/2.5万「清洲」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

瓦 溜 ま り
0 0 5 S X

巨 石 列
0 2 0 S W

清
きよすじょうかまち

洲城下町遺跡（本発掘調査B）　
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005SX 遺物出土状況 ( 東から ) 005SX 遺物出土状況 ( 北西から )

020SW 巨石列検出状況 ( 北から ) 020SW 巨石列基底部検出状況 ( 北西から )

調査区全景 ( 西から )
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調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者
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名古屋市東区白壁２丁目32番６号
（北緯35度18分34秒 東経136度90分95秒）

明和高等学校校舎建築工事
令和６年５月〜１1月
2,470㎡　　　
堀木真美子・川添 和暁

調査は、愛知県教育委員会財務施設課によ
る校舎建築工事に伴う事前調査として、愛知県
県民文化局より委託を受け、令和６年５月から
11月にかけて実施した。調査面積は計2,470㎡
で、学校敷地内の北東エリアを24A区、南西エ
リアを24B区、東エリアを24C区、北東エリア
を24D区とし、調査の都合上、24A区はa〜eの
５区に、24B区はa〜cの３区に、24 C区はa〜c
の３区に、さらに区分けして実施した。

西二葉町遺跡は、名古屋市東区白壁に位置
する遺跡で、その範囲は、県立明和高等学校
敷地から北東に鎮座する七尾天神社方面に広
がる。当地は特別史跡名古屋城跡および名古
屋城三の丸遺跡の東に位置しており、現地表
の標高は 15.5m、名古屋台地が北側に向かっ
て傾斜する崖ぎわ付近に立地している。『新修 名古屋市史 資料編 考古２』（平成 25 年刊
行）によると、西二葉町遺跡は吉田富夫によって「古墳時代聚落址」とした二葉町遺跡

　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 グランド客土 愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 小道の造成

近代 整地層 瓦溜まり、整地層 名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

愛知県第一中学校学校
校舎基礎

近世
後半

柱穴、
溝

柱穴、
溝

整地層、
常滑焼甕
埋設遺構

柱穴、
溝、

整地層

柱穴、
土坑、

溝、
井戸、

カマド跡、
整地層

（貝ブロック）

柱穴、
土坑、

常滑焼甕埋設遺構、
整地層

柱穴、
土坑、
井戸、

整地層

柱穴、
土坑、
井戸、

常滑焼甕埋設遺構、
道状遺構、

整地層
柱列、耕作地

井戸 ?
解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

柱穴、
大型土坑（貝層）、

井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代
活動面

（竪穴建物跡か）
【須恵器・土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

24D区

24Ca区

24Ba区

24Aa区

24Ab区
24Ac区

24Ad区

24Ae区

24Bb区

24Bc区

24Cb区

24Cc区

0 100m(1/4,000)

N

24A区

24B区

24C区

24D区

調査地点（1/2.5万「名古屋北部」）

調査の経過

立地と環境

西二葉町遺跡 調査区位置図

令和６年度 西二葉町遺跡 調査区別概要一覧

西
にしふたばちょう

二葉町遺跡（本発掘調査B）　
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に当たるようである。これとは別に、明和高等学校敷地全体には成瀬隼人正中屋敷が所
在していたことが以前から知られていた。

遺跡の立地する地盤である熱田台地は、遺跡範囲の西側ないしは南側では地表下の浅
いレベルでその表面に達し、北側ないしは東側に向かうに従って、緩やかに傾斜している。
この熱田台地の傾斜に従って古墳時代・古代以降の活動痕跡が堆積層として形成されてい
るため、遺跡範囲の北側ないしは東側では堆積層の状態が良好に残されている。一方、熱
田台地で見ていくと、上位は黄褐色粘土層で下位になるに従って緑色の硬砂層へと変遷し
ていくが、24B区の西側ではより浅いレベルでこの緑色の硬砂層を見ることができた。

24B区をもとに基本層序を見ていく。近世の屋敷建物本体があったと推定される24Ba
区北壁東側でみると、舗装下の砕石（30cm）下から、上からⅠ層：現代堆積層（20cm）、Ⅱ
層：灰褐色硬砂層（10cm）【近代もしくは江戸時代堆積層】、Ⅲ層：褐色もしくは灰褐色砂
層（60cm）【近世整地層】、Ⅳ層：灰色〜黒色粘土層（20cm）【古墳時代〜戦国期の耕作土・
遺物包含層】、Ⅴ層：にぶい黄褐色シルト・粘土層（10cm）【漸移層】、Ⅵ層：黄褐色粘土層（熱
田台地）【地山】であり、Ⅲ層では３層の堆積が観察された。一方、屋敷建物外の敷地に当
たると推定される24Bc区東壁ではⅢ層の下層が耕作土の状態を呈していた（写真下の耕
作土１がこれに相当）。

調査区は遺跡範囲の各所に設定されているため、各調査区で確認された内容は個別に相
違がある。全体の傾向は、15頁の下図にまとめておいた。やはり、調査区全体で広く確認
できるのは、近世の成瀬隼人正中屋敷関連の遺構で、現在の明和高等学校が立地するよう
な敷地全体が平坦な地形となったのは、明治初期の建物解体後から愛知県立第一中学校が
建設されるまでの間と推定される。なお、古墳時代から古代の遺構・遺物が確認されたのは、
24Aa区と24Ba区であった。

現代
江戸時代整地層 /近代
江戸時代整地層

江戸時代整地層 /近代

江戸時代整地層

耕作土1

耕作土2

現代

耕作土2

24Ba 区北壁東部分 土層断面

24Bc 区東壁 土層断面

基 本 層 序

調査の概要
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0 (1:300) 5m
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井戸

屋敷建物跡
の展開

区画溝

石囲い
の火床
【カマド】

整地土

24Ad 区・Ae 区全体図

24Aa 区 1156SX【活動面：古代】（南より） 24Aa 区 1156SX 遺物出土状況（西より）

24Ae 区 柱穴群【屋敷建物跡：近世】（南東より） 24Ae 区 1125SD【溝：戦国期～近世初頭】（西より）

24Ae 区 1152SL【カマド跡：近世】（東より）

24Ae 区 全体【近世整地層下】（上が東）
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北から24Aa区、24Ab区、24Ac区、24Ad区、24Ae区と、５箇所の調査区が離れて設定
された。地表からの名古屋台地までの到達までが、24Ae区南端が50cmほどである一方、
24Ae区北側では1m60cmほどと、調査区北側に向かうに従い名古屋台地の地形が傾斜し
ている様子が窺える。この低位部分が旧来の遺跡の範囲として知られていたところである。

24Aa区は、最も北側に設定された調査区である。Ⅲ層の下では、近世の柱穴と溝、そし
てⅣ層を埋土とする古代の遺構を確認した。遺構は東端しかとらえられておらず特定でき
ないため活動面としているが、平面プランから竪穴建物跡の一部である可能性が考えられ
る。埋土中位のレベルで古代の土師器・須恵器が水平を保った状態で出土しており、竪穴
建物跡であるならば、これが床面レベルになる可能性もある。

24Ab区では、Ⅲ層の下で、近世の柱穴と溝１条を調査した。柱穴は扁平な濃飛流紋岩河
原石による根石（以下、根石とするものはすべてこの形状・石材のものである）を伴うもの
で屋敷建物関連の柱穴と考えられる。溝は断面形状箱掘りである。柱穴に先行するもので、
屋敷建物前に存在していた区画溝の可能性がある。

24Ac区は、調査の制約上、Ⅲ層上面（近世整地層）で調査を終了せざるを得なかった。常
滑焼甕の底部が正位の状態で出土した。これが埋設遺構であった可能性も考えられる。

24Ad区では、Ⅲ層の下で柱穴が４基確認された。このうち３基には根石があり、根石が
抜かれた柱穴を含めて、直線的な柱列を形成するものもある。これらは屋敷建物に関係す
るものである。なお、この調査区では、Ⅳ層の形成は顕著ではなかった。

24Ae区は、24A区の中で最も広く設定された調査区である。Ⅰ層下でかつての明和高等
学校校舎基礎に加えて、第一高等女学校校舎基礎跡の存在も確認できた。校舎は戦後すぐ
に立てられた木造校舎基礎である。これらの基礎は、Ⅱ層およびⅢ層の一部を掘りこむ形
で埋設あるいは設置されていた。Ⅱ層を除去すると調査区南端のみⅥ層の基盤層である熱
田台地に達した。ここで、愛知県立第一中学校校舎に葺かれた瓦が集積している土坑が見
つかっているほかは、近代の遺構は希薄であった。Ⅵ層に達しなかった範囲ではⅢ層を検
出した。調査区南東端では浅い土坑状の掘り方を呈する凹みに整地が行われていた様子が
見られた。一方、調査区北側に向かって広くⅢ層が検出された範囲では、最深1mを越える
整地層が確認された。整地層は灰褐色の砂層のほか、黒色粘土と熱田台地由来の黄褐色粘
土、もしくは緑色の硬砂層との斑土で構成され、部分的にハマグリなどの貝層も検出した。
調査区側では、根石をもつ柱穴によって構成される屋敷建物跡が確認されているが、この
整地層中でも柱穴を確認することができている。この整地層の堆積している南際では断
面箱掘り状の大きな溝が確認された。整地層は先行するこの溝を含めて、低位部分を平坦
にするように築き、屋敷建物を構築したものと考えられる。調査区北端では径5m以上の
掘り方を呈する遺構が重複して見つかっている。これらは焼土・炭化物を多く含むもので、
径50cmほどの間隔で対になっている焼けた壁面が激しく重複する状態で見つかった。最
下層では、板石を方形状に組んだ火床が見つかり、中から土師器鍋片がまとまって出土し
た。これらはカマド跡の可能性が考えられる。また、隣接する北東側では井戸の存在も確
認されており、この一帯が炊事関係の場であった可能性が高いことが考えられる。

最も広い調査区で、上から（１）現代の客土直下【Ⅰ層もしくはⅡ層上面】、（２）江戸時代
の整地層上面【Ⅲ層上面】、（３）江戸時代の整地層下面【Ⅳ層・Ⅴ層・Ⅵ層上面】の、三段階
に分けて調査を実施した。

2 4 A 区

2 4 B 区
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成瀬家 屋敷建物関連柱穴跡

近世整地層上

近世整地層下

24B 区全体図（上：近世整地層上調査遺構、下：近世整地層下調査遺構）
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24Bb 区 全体【近世整地層下】（上が北）24Ba 区 全体【近世整地層上】（上が北）

24Bb 区 杭の残る柱穴列【近世】（西より）

24Bb 区 060SK 青銅杓子出土状況【近世】（南より） 24Bb 区 060SK 遺物出土状況【近世】（南西より）

24Bb 区 383SK 焼塩壺【近世】（北より）

24Ba 区 193SK 擂鉢出土状況【近世】（北東より） 24Ba 区 658SK 遺物出土状況【近世】（東より）
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（１）の段階では、近代から現代の学校校舎基礎などで、そのまま残存している状態のも
のを確認した。特筆すべきものに、名古屋帝国大学学生食堂舎の基礎が良好な状態で確認
されたことである。
（２）の段階では、愛知一中時代の学校校舎建物跡のほか、江戸時代の成瀬隼人正中屋敷

関連遺構【新しい段階】がまとまって調査された。前者には、平面プラン方形状の柱穴跡と、
一辺1mほどのレンガ積みの地下構造物がある。後者では、根石を有する柱穴列が、特に調
査区北西端で良好な状態で確認された。また、根石を有さないものの杭自体が残存してい
た杭列も確認されている。この場所がこの調査面で確認される成瀬家屋敷建物本体の南端
ではないかと推定される。また、調査区南西端では南北に延びる道状を呈する整地層とそ
れを跨ぐ形での柱列を確認している。屋敷へ通じる門などがあった可能性が考えられる。
（３）の段階は、成瀬隼人正中屋敷関連の遺構群【古い段階】に加え、戦国時代〜江戸時代

初頭の土地区画溝、さらには鎌倉・室町時代以降に営まれた水田・畑地などの耕作地跡が
確認された。中屋敷関連の遺構群には掘立柱構造による屋敷建物跡のほか、大型土坑群と
それに関連する整地層、井戸などがある。大型土坑には掘り方の浅いものと著しく深いも
のがあり、24Bb区060SK・092SKのように貝層を含むものもあった。060SKからはシカ一
個体分の四肢骨がとまって出土した。また、24Bb区659SKは階段が備わっていた地

ち か む ろ
下室で

ある。さらに、調査区南西端の道状遺構付近は、もともと大型土坑が埋められた整地土に
よって造成されており、その中心的土坑である24Bb区681SKは掘り方底面に達すること
ができなかったことから、元来井戸であった可能性も考えられる。

戦国時代〜江戸時代初頭の土地区画溝は、成瀬家屋敷関連遺構群とは軸線を異にする区
画となって確認された。一辺20〜30mに及ぶ方形区画が、北東-南西方向を軸として展開
している。この区画に対応する柱穴なども確認はなされているものの、掘立柱建物跡の特

道状遺構
鉄管【現代】

681SK

24Bc 区 名古屋帝国大学学生食堂舎基礎跡（北より）

24Bb 区 659SK 【地下室：近世】（北西より） 24Bb 区 道状遺構（上）、681SK （下）土層断面（南より）

24Bc 区 耕作土検出状況【近世】（北より）
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定に至るものは、現在のところ確認できていない。
中世以降の遺物を含む溝が、上記遺構群とはさらに軸線が異なる形で見つかっている。

東西方向に展開する溝がやや弧状を描く様子は、旧地形の等高線に沿っていた可能性が
ある。この溝に沿って、やや不定形な方形状の区画を24Bb区南西側と24Bc区で検出した。
土壌は撹拌されており、沈鉄を多く含むことから、かつては耕作地景観であったことが想
定される。24B区におけるⅣ層はこのような撹拌された堆積層が主体となっていた。

24C区では、24Cc区のみが面的な調査が可能となった。昭和40年代以降の学校関係の
工事のため、Ⅱ層上面で愛知一中時の学校校舎基礎の跡を部分的に確認した。江戸時代の
整地層（盛土：Ⅲ層）を掘削すると、Ⅳ層・Ⅴ層・Ⅵ層に達し、この面で戦国時代以前の建
物跡のほか、耕作地（畑地）を確認した。この耕作土中からは灰釉陶器椀が出土したが、耕
作地自体は中世前半以降と考えられる。

表土直下で戦後の道の跡があり、その下では、愛知一中時代の学校校舎建物基礎がとて
も良好な状態で確認された。さらに下には、江戸時代終わり頃の陶器・瓦を含む堆積層が
見つかった。堆積層はしまりが緩く、明治初期の中屋敷解体時の廃棄層と想定される。こ
の廃棄層から家紋入りの軒丸瓦と犬山焼小皿が出土した。

出土遺物には、古墳時代の須恵器杯身蓋・高杯脚部がある。古代では須恵器・土師器・灰
釉陶器のほか、土馬が見つかった。土馬は24Ba区のⅢ層中からの出土である。中世前半
では山茶碗片、戦国期では天目茶碗などの陶器片である。最も遺物が多いのは近世であり、
各種陶器や土師器皿が多量に出土した。土師器皿の多くは灯明皿として使用された可能性
が高い。焼塩壺も出土しているが、17世紀代が中心である。その他、土人形や、銭・杓子・
煙管などの銅製品のほか、ヘアピンと考えられる骨角器も出土した。　　　　（川添和暁）

24Cc 区 全景 【近世整地層下】（南西より） 24Cc 区 近世耕作土出土遺物 【灰釉陶器：古代】

24D 区 全景 【愛知県第一中学校校舎基礎跡】（北西より） 24D 区 堆積層土層断面 【近世末～近代初頭】

2 4 C 区

2 4 D 区

出 土 遺 物
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0 10cm（1/3）

１

2

3

4 5

1 ・2：24D 区出土、3～5：24B 区出土

①

② ③

⑤

⑥ ⑦

④

⑨

⑧

１：家紋入り軒丸瓦、２：犬山焼小皿
３：陶製狛犬、４：焼塩壺、５：骨製ヘアピン

①～⑦：焼塩壺
⑧：土馬
⑨：須恵器高杯

西二葉町遺跡出土遺物（4と④は同一資料）
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24

西春日井郡豊山町大字青山字神明地内・
小牧市多気東町地内

調査は、愛知県建設局道路建設課による県道春日小牧線と小牧岩倉一宮線の道路改良
事業に伴う事前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和6年5月から12月にか
けて実施した。調査面積は4,295㎡で、青山神明遺跡は豊山町道52号線の北、町道に沿っ
て西から24H区〜24J区、豊山町道1号線の東、町道に沿って24K区、豊山町道101号線の南、
町道に沿って24L区として調査を実施した。　

多気中町東遺跡は、国道41号と小牧市道多気東町11号線の多気中町東交差点の北東の
地点を調査した。青山神明遺跡については、家屋や用水路、道路などにより、24H区は西
から24Ha区と24Hb区に、24I区も西から24Ia区〜24Ic区に、24J区も西から24Ja区と
24Jb区に、24K区は南から24Ka区と24Kb区に分けて調査した。

遺跡は小牧市および春日井市から連なる上部更新統に属する低位段丘上に立地する。青
山神明遺跡は段丘の南端にあたり、段丘上を流れる大山川と中江川に挟まれた自然堤防か
ら堤間湿地内にかけて広がる。多気中町東遺跡は同じ段丘上にある中江川の右岸自然堤
防の東縁辺部に立地する。調査地の標高は10m〜12m前後で、現状は畑地や水田であった。

地表面から現在の耕作土を除去して、地下20cm〜70cmにて、古墳時代前期から江戸時
代後期にかけての遺構と遺物を検出することができた。

道路改良事業 ( 交付金 )（一）春日小牧線、( 一 )
小牧岩倉一宮線
令和６年 5 月〜 12 月
4,295 ㎡
永井宏幸・池本正明・蔭山誠一・梶田真由

（北緯35 度15 分46 秒　東経136 度54 分47 秒・  
  北緯35 度15 分53 秒　東経136 度54 分31 秒）

国

道

41

号

中

江

川

大

山

川至  

屋
古
名

稲
荷
社

青山江川
交差点

卍
千松寺

豊山町給食
センター

神明公園

山本漢方製薬
工場

山本漢方製薬
工場

N

0 200m

県営
名古屋空港

多気中町
東交差点

至

  

山
犬

24Jb区

24Ja区
24Ia区

24Ib区
24Ic区

24Ha区
24Hb区

24Kb区

24L区
多気中町東遺跡

23A区

23C区

23B区23D区

24Cb区

青山金剛
遺跡24区

24D区

24M区 24N区

24Ca区•24Cc区
～24Ce区

24A区 24B区

24G区 24F区

：防災局 ：青山金剛遺跡：河川整備課 ：令和 5 年度調査箇所：道路整備課

24Ka区

多気中町東遺跡

青山神明遺跡

調査の経過

立地と環境

調査の概要

令和 6 年度 青山神明遺跡 多気中町東遺跡調査区位置図

調査地点（1/2.5万「小牧」）

青
あおやましんめい

山神明遺跡・多
たきなかまちひがし

気中町東遺跡（本発掘調査B）
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古墳時代前期の遺構は24Ka区と24Kb区において竪穴建物23棟、土坑10基、溝1条を確
認できた。竪穴建物は一辺2m〜6m程の平面が隅丸方形から台形、長方形で、深さ3cm〜
30cmが残存していた。竪穴建物093SIには、中央付近に炉跡と思われる焼土が検出できた。
また、下面にて一辺6m前後の幅広周溝の竪穴建物450SIが確認できた。この住居は幅1m
程の溝を床面外側に方形にめぐらし、その内側に４本の主柱穴と礫を置いた炉跡を確認
できた。24Kb区の南側には、幅2.0m、深さ1.5mの東西方向の溝313SDがあり、集落の外
側を区画する溝と思われる。出土遺物は小さい破片の状態で見つかるものがほとんどで
あったが、土師器の甕、壺、高杯などが確認できた。

続く古墳時代後期には、24Ka区の南側にて竪穴建物2棟が重なって確認された。竪穴建
物は、一辺が2m〜3m程の隅丸方形の平面のもので、竪穴建物134SIは深さが約40cmと
深いものであった。

奈良時代〜平安時代には、 24Ha区にて竪穴建物10棟、溝1条、土坑1基が確認できた。
竪穴建物の形態は古墳時代のものと似ており、2m〜4m程の隅丸方形から台形、長方形の
平面のもので、深さは3cm〜10cmが残っていた。

平安時代末〜戦国時代の遺構は、谷状地形にある24Ia区〜24Ic区を除くほぼ全ての地
点で確認され、溝17条、掘立柱建物1棟、竪穴状土坑1基、井戸3基、土坑墓1基、溝22条、土
坑10基、多数の柱穴を確認した。24Ka区では、東西の比較的大規模な溝の間に掘立柱建物
1棟と柱穴となる土坑が多数見つかり、掘立柱建物が連綿と存在したものと思われる。

これらの掘立柱建物に隣接して、竪穴状土坑1基、土坑墓1基を確認した。24Ka区西側で
検出された竪穴状土坑120SIは、東西3.5m以上、南北3.6mの台形の平面のもので、掘った
穴を一度埋めて黄色土で床面を設けていた。床面には焼けた礫や山茶碗が出土した。また、
24Ka区南側にある035SKは、長さ2.3m、幅0.75m、深さ35cmの平面隅丸長方形のもので
土坑墓の可能性がある。

井戸は24Hb区に1基、24Ja区に1基、24Jb区に2基、24Ka区に1基が確認され、全て素掘
りの井戸であった。これらの井戸は、掘立柱建物となる柱穴が分布する範囲より外れてあ
り、同時期の溝に重複、隣接する地点に確認された。

江戸時代後期〜近代の遺構には大小の溝が認められ、24Ha区に8 条、24Hb区に1条、
24Jb区に4条、24Kb区に5条が確認できた。24Ha区で確認された溝は幅0.3m〜0.6m程の
浅い溝で、畑などの耕作に関係する溝と思われる。その他の調査区で見つかった溝は比較
的大規模なもので、水田や畑の耕作に伴う用水路と思われる。　

24Ha 区 045SI（南より）24Ha 区全景（北より）

青山神明遺跡
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130SI

134SI

24Ka 区 023SK 磨製石斧出土状況（北西より）

24Ka 区 450SI（北東より） 24Ka 区 130SI・134SI（西より）

24Ka 区 120SI（北より）

24Ka 区 520SE 遺物出土状況（東より） 24Kb 区全景（東より）

24Kb 区 313SD（北東より） 24L 区東部（北東より）
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↑炉

093SI

24Ha 区 034SD・054SD（北西より） 24Hb 区西部全景（北より）

24Hb 区 118SK 遺物出土状況（北西より） 24Hb 区 135SE 断面（西より）

24Ia 区東部全景（東より） 24Ja 区全景（北より）

24Ka 区南部 2 面全景（北東より） 24Ka 区 093SI（南東より）
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24Jb 区全景（北より）

029SD・030SD・031SD・032SE（南より）

078SK 出土灰釉四耳壺出土状況（北より）

069SD出土山茶碗出土状況（東より）

049SD～051SDの作業風景（南より）

青山神明遺跡 24Jb 区遺構図（1：300）
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古墳時代後期の溝2条と鎌倉時代から江戸時代にかけての溝7条を確認できた。古墳時
代後期の溝2条からは、６世紀頃の円筒埴輪や須恵器、葺石の可能性のある礫が出土し、径
22m前後の円墳の一部にあたるものと思われる。

今回の調査により古墳時代前期の竪穴建物からなる居住域が青山神明遺跡24Ka区から
24Kb区にかけてあり、古墳時代後期には24Ka区の南側に居住域の北端部が、多気中町東
遺跡において円墳の存在が確認できた。奈良時代〜平安時代には、Ha区において竪穴建物
からなる居住域がみつかり、平安時代末〜戦国時代にはHa区、Hb区西部、Ja区・Jb区・Ka
区・L区東部・多気中町東遺跡24区において井戸・土坑・溝など居住域を確認することがで
きた。江戸時代後期には水田や畑など耕作に伴う溝や用水路と思われる溝が確認できた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（蔭山誠一）
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(S=1/300)0 10m

多気中町東
遺跡

ま と め

多気中町東遺跡 24 区遺構図（1：300）

24 区西部全景（南上より）

060SD・068SD・074SD（東より）

056SD 礫出土状況（西より）

056SD 遺物出土状況（北西より）

24 区北西部（北より）
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西春日井郡豊山町大字青山字神明地内
（北緯35度15分38秒 東経136度54分52.18秒）

中小河川改良事業（一級河川大山川）
令和6年5月〜9月
7,000㎡
永井宏幸・鈴木恵介・梶田真由

調査は、愛知県建設局河川課による大山川調節池の工事に伴う事前調査として、愛知
県県民文化局より委託を受け、令和６年５月〜９月まで実施した。調査区は令和5年度の
23C区に隣接する場所である。調査面積は、7000㎡でA区2800㎡、B区4200㎡に分けて調
査を行った。

青山神明遺跡は西春日井郡豊山町青山神明地内に位置しており、小牧市から続く低位
段丘上に立地する。本遺跡の南東側には大山川、南西側には中江川があり、挟まれている。
標高は約10mである。

A区は、主に中世の土坑、井戸、近世から近代までの溝が見つかった。土坑（10162SK)
は、約50㎝の小型の円形土坑で上部から尾張型山茶碗が見つかっている。井戸は６基見つ
かっており、その中でも10395SEは深さが1.5mあり、下層で尾張型山茶碗が完品で１点
出土している。また、10380SEでは、埋土から尾張型山茶碗が４点出土したが口縁や胴部
分が欠損していた。

近世から近代までの溝は、昨年度の23C区で確認されていた近世の溝６条と近代の道
路跡の延長部が確認された。近代の道路は調査区の中央付近で南西方向に曲がることが
明らかとなった。

B区は、主に湿地状の堆積と弥生時代の土坑を確認した。湿地状の堆積は４層に分かれ
る黒色土で、調査区の中央付近から南側にかけて確認された。１層目は土師器甕や須恵器
有台杯などが出土したが、最下層からは山茶碗が出土したため、中世以降に堆積したと考
えられる。

弥生時代の土坑は、B区北側付近で２基確認されている。00200SKは、小型の円形土坑
で深さは0.3mと浅い。遺物は弥生時代前期の遠賀川式土器甕の口縁部が出土した。これ
までの青山神明遺跡全体の中で、一番古い遺物である。

00200SKの北側10mの地点で検出された00119SKは、00200SKと同規模で、弥生土器高
杯が出土した。しかし、口縁部が欠損しており、詳しい時期は明らかでない。

B区南側では、近世頃の結桶が見つかっている。板は20枚でたがも確認されている。地
面の削平の影響で約60㎝しか残っていない。

以上のことから、青山神明遺跡24A・B区は、湿地状の堆積周辺に中世から近世、近代に
かけての集落跡が営まれていたと考えられる。

（鈴木恵介・梶田真由）

調査の経過

立地と環境

調査の概要
A 区

B 区

ま と め

調査地点（1/2.5万「小牧」）

青
あおやましんめい

山神明遺跡（本発掘調査B）　
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24A区

24B区

23C区

0m 10m
(1/400)

黒色土
室町時代の遺構

明治時代の遺構
江戸時代の遺構

弥生土器甕
弥生土器高杯

弥生時代の遺構

B 区調査風景

調査区全体図 (S=1/400)

井戸 10380SE 遺物の出土状況
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西春日井郡豊山町大字青山字金剛地内
（北緯35度15分42秒 東経136度54分39秒）

愛知県基幹的広域防災拠点事業（調整池）
令和6年４月〜令和６年７月
5,047㎡
鈴木正貴・酒井俊彦・梶田真由

調査は、愛知県防災安全局による愛知県基幹的広域防災拠点事業（調整池）に伴う事前
調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和６年４月〜７月まで実施した。調
査区は神明公園から西へ約400mの位置にある。調査面積は5,047㎡で、調整池地点をCa
区、Cb区、Cc区、Cd区、Ce区に、南に伸びるボックスカルバート地点をDa区、Db区、Dc区、
Dd区、De区、De区に区分した。

青山神明遺跡は、西春日井郡豊山町北部に所在し、小牧市から続く低位段丘上に立地す
る。調査区の北西約150mに中江川が流れており、標高は約10mを測る。

C区は昨年度調査した23D区の外周部に相当し、Cb区、Cc区、Cd区で弥生時代から江戸
時代の遺構が多く見つかっており、これらは４時期に大別される。

弥生時代の遺構には土坑1580SKがあり、弥生土器壺が破損した状態で出土した。
古墳時代から平安時代の遺構には掘立柱建物跡や竪穴建物跡などがある。1030SKは古
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調査の経過

立地と環境

調査の概要
2 4 C 区

１面主要遺構図（1:1000)

青
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明
めい

遺跡（本発掘調査B）　　
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墳時代の土坑墓と思われ、須恵器杯蓋や土師器甕などが出土した。掘立柱建物はCa区から、
Cd区と23D区にかけて側柱建物跡が５棟検出され、竪穴建物はCb区南半から23D区北部
にかけて10棟前後が発見された。竪穴建物の残存状況は不良で炉跡は不明である。

鎌倉時代から室町時代の遺構はCb区、Cc区、Cd区で掘立柱建物跡、素掘り井戸８基、円
形周溝遺構５基、区画溝、土坑などが発見された。Cc区、Cd区では23D区から伸びる区画
溝群が継続して検出され、この溝群の北側と南側に多量の柱穴があり、掘立柱建物が繰り
返し建てられたものと推測される。井戸は全て素掘り井戸で、円形周溝遺構は内側に地山
起源の円礫が散在しており塚状の土盛があったとみられる。

戦国時代以降の遺構としては、東西方向に走る大溝1580SDや江戸時代後期の溝0163SD
などがある程度で、戦国時代には集落ではなくなり耕地化したと思われる。     （鈴木正貴）

Y=
-2
3.
30
0

Y=
-2
3.
29
0

Y=
-2
3.
28
0

Y=
-2
3.
27
0

Y=
-2
3.
26
0

Y=
-2
3.
25
0

Y=
-2
3.
24
0

X=-81.880

X=-81.870

X=-81.860

X=-81.850

X=-81.840

X=-81.830

X=-81.820

0311SI

0194SE

0431SE0261SI

0282SK

0317SE

1201SI

1481SE

1323SE

1423SE

1555SX

1580SK

1421SX

1748SE

1759SI
1838SE1936SI

0271SI

1192SD

1825SE

1607SX

1857SI

0913SD

0180SD

10004SB
1964SI

(S=1/500)

0 10m

1030SK

Cb 区２面遺構空撮（東から） Ca 区 10005SB（北西から）

Cb 区２面主要遺構図（1:500)

中 世

近 世 以 降
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　調査範囲は豊山町給食センター西側の南北に走る道路中央部である。幅約 3m、南北長
約 200m の調査範囲に南より Da 区から Df 区の 6 調査区を設定して調査を行った。Da
区は浅い谷地形となり Db 区から北はやや高い微高地となり北に向かって基盤が緩やかに
高くなる。また De 区北端から Df 区の南半に狭い範囲の浅い谷状低地があり、Df 区北半
は微高地となる。
　Da 区は遺構は検出されなかった。中央部分の谷地形最低部を中心に低湿地の堆積層が
確認された。Db 区は微高地の末端部分にあたり、時期不明の幅約 3m の浅い東西方向溝
と数基の小土坑を検出した。Dc 区は中世の東西方向の溝 3 条、土坑十数基が検出された。
Dd 区は中世遺構が比較的多く検出された。直径 2m 程度深さ約 50cm の大形の土坑 3 基、
小土坑数十基、溝数条が確認された。大形土坑は井戸的な機能を持つ可能性がある。De
区は中世の小土坑と井戸 1 基が検出された。北端部分から基盤面が下がり、やや低い谷
地形となる。Df 区南半は浅い谷地形で基盤層が湿地性の堆積層となる。遺構は時期不明
の土坑 1 基が検出された。Df 区北半は微高地となる。中世の溝数条と土坑数基が確認さ
れた。
　24D 区では Dc 区から De 区に中世の遺構が集中する。掘立柱建物および De 区に井戸
1 基と Dd 区に井戸の可能性がある大形土坑が確認されるなど、微高地上に中世の集落が
展開すると考えられる。               　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 酒井俊彦 )

2 4 D 区

24Dc 区完掘状況（北より） 24Dd 区完掘状況（北より）

24De 区完掘状況（南より） 24Df 区完掘状況（南より）
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西春日井郡豊山町青山神明地内
（北緯35度15分35秒 東経136度54分49秒）

愛知県基幹的広域防災拠点事業(消防学校)
令和6年12月〜令和７年２月
3,310㎡
鈴木正貴・酒井俊彦・梶田真由

調査は、愛知県防災安全局による愛知県基幹的広域防災拠点事業（消防学校）に伴う事
前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和６年12月〜令和７年２月まで実施
した。調査区は神明公園の南西部に位置している。調査面積は、3,310㎡で西側からGa区、
Gb区、Fa区、Fb区と区分した。

青山神明遺跡は、西春日井郡豊山町の北部に位置しており、小牧市から続く低位段丘上
に立地する。本遺跡の南東側には大山川、南西側には中江川があり、挟まれている。標高
は約10mである。

Fa区では、弥生時代後期の方形周溝墓や古代・中世の井戸、掘立柱建物などが見つかっ
ている。

方形周溝墓（601SZ）は南・東・西の３か所でコーナー部分を確認しており、このうち南
側と西側では溝が途切れている。溝の内側の規模は一辺が約12.5mを測る。しかし、埋土
上層からは礫群や須恵器杯蓋が出土しているため、今後詳しい時期の検討が必要となる。
埋土の下層からは弥生時代中期〜後期にかけての弥生土器甕が出土している。

一方、調査区南西側では602SZが見つかり、西のコーナー部分の一部のみ確認されてい
る。遺構の深さはおよそ10㎝と浅く、溝の内側の規模は一辺が約11mと推測される。周溝
の最下層から弥生土器壺の口縁部が見つかっている。おそらく、これらの方形周溝墓は弥
生時代後期のものと推測される。

古代の遺構としては、平安時代の井戸(0562SE)が１基見つかっている。深さは現在の地
表面から約１mで、江戸時代の大溝で一部が削られている。中世は、掘立柱建物が２棟と
井戸が5基確認されている。掘立柱建物の大きさは東西約4.5m×南北約3.5mで同じ場所
で建て替えられている。遺物は尾張型山茶碗、古瀬戸の鉢の底部が見つかっている。

江戸時代の大溝は、東西方向に伸びており調査区の北西隅でGb区の大溝とつながり丁
字になることが明らかとなった。青山神明遺跡24A区で確認された溝とつながる可能性が
ある。

Fb区は、Fa区よりも地形が下がっており、主に自然流路または湿地状の黒色土の堆積、
土坑が多数確認されている。

黒色の粘土層から方形土坑の下層部分が見つかっており、完形の山茶碗や小皿が伴うこ
とから土坑墓の可能性がある。遺物は、流路、湿地状の堆積から灰釉陶器や山茶碗が出土
している。

今回の調査では、古代以前の段階で方形周溝墓が作られており、中世は、西側が集落、
東側に土坑墓が展開していることが明らかとなった。 （鈴木正貴・梶田真由） 

調査の経過

立地と環境

調査の概要
2 4 F a 区

2 4 F b 区

ま と め

調査地点（1/2.5万「小牧」）

青
あおやましんめい

山神明遺跡（本発掘調査B）　
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0 10m

掘立柱建物

溝方形周溝状墓

井戸
562SE

大溝519SD

方形周溝墓　
601SZ掘立柱建物１・２

井戸

　24Fa区図面

（1/400)

方形周溝墓
602SZ

N

24Fa 区１面目完掘状況　空撮近景（西から） 24Fa 区 601SZ 完掘状況（北西から）

24Fa 区１面目完掘状況　空撮近景（西から）
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　調査区は大山川北側の微高地の高位部分にあたり、西側は谷地形と推定される。調査
区西部は水田により基盤層が深さ 0.6m 程度階段状に削られており、谷地形の斜面を水平
に削って造成されたと考えられる。
　主な遺構・遺物は中世と近世である。中世の遺構は掘立柱建物 1 棟、井戸 2 基、土坑
墓 1 基などが検出された。掘立柱建物は西部やや北寄りで確認された。2 間× 3 間で長軸
を東西方向にとる。柱穴は径 0.5m、深さ 0.6m 程度である。柱の痕跡が認められ、根固
めが認められる。井戸は北西部で検出された。1 基は長径 1.8m、深さ 0.9m を測る。昇
降するための傾斜部と足場の平場が作り出されている。土坑墓は北西部で検出され、長
軸 1.0m、短軸 0.8m、深さ 0.2m を測る。扁平な円礫と陶器片が 2 点出土した。また、土
坑墓の可能性のある平面方形で底部が平な土坑が北東部で検出されている。近世の遺構
として 19 世紀代の東西方向溝３条が調査区南辺で確認された。近世末の陶磁器類が出土
した。
　中世の掘立柱建物は周囲に集落の建物遺構がなく、独立したものと考えられる。また、
井戸は特殊な形態であり、近辺に土坑墓が存在することから、調査区が中世の時期に特
殊な区域であった可能性がある。水田は近世末の溝群より新しい時期であり、基盤面を
深く削って造成されていることから近代以降の時期で近年の圃場整備まで存続したもの
と推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井俊彦）

Ga 区完堀状況（真上） 掘立柱建物（東より）

井戸 1019SE（西より） 土坑墓 1010ST（東より）

2 4 G 区
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西春日井郡豊山町大字青山字金剛地内
（北緯35度15分38秒 東経136度54分31秒）

愛知県基幹的広域防災拠点事業（代替地）
令和6年9月〜令和６年12月
2,642㎡
鈴木正貴・酒井俊彦

調査は、愛知県防災安全局による愛知県基幹的広域防災拠点事業（代替地）に伴う事前
調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和６年９月〜12月まで発掘調査を実施
した。青山金剛遺跡は豊山町給食センターの北西に位置しており、調査面積は655㎡で、A
区とB区に区分した。青山神明遺跡は豊山町給食センターの西に位置しており、調査面積
は1,987㎡で、Ｍ区とＮ区に区分した。

青山金剛遺跡は、西春日井郡豊山町北端部にあり、木曽川扇状地の扇端部にあたり小牧
市から続く低位段丘上に立地する。北西に中江川が流れており、標高は約10mを測る。

調査の結果、奈良時代から平安時代の竪穴建物と鎌倉時代から室町時代の溝や掘立柱
建物などの遺構が検出された。

奈良時代から平安時代の竪穴建物は全部で15棟あり、一辺が3.0mから4.5mの小型のも
のが多い。床面はほとんど残存していない状況であり、火処遺構は確認できなかった。土
師器甕、須恵器、灰釉陶器の小片が出土した。鎌倉時代から室町時代の遺構としては、溝
７条、竪穴状遺構４基、柱穴などがある。溝は12世紀から13世紀前半（0024SD）と13世紀
から14世紀（0001SD〜0003SD・0019SD）と15世紀代（0026SD）３期に区分される。竪穴
状遺構は擂鉢状に中央が下がるもの（0686SI）があり、0929SIでは白色粘土塊が出土した。
柱穴は夥しい数が確認されており、少なくとも20棟以上の掘立柱建物が存在したと推定
される。なお、調査範囲内では井戸は確認されていない。

青山金剛遺跡は、愛知県文化財マップによれば、青山神明遺跡とは別の遺跡として認識
されているが、北東側の青山神明遺跡（調整池）の調査結果と合わせて考えると、古代・中
世の集落遺跡としては関連するものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （鈴木正貴）

B 区南西部竪穴建物群（北東から）

調査地点（1/2.5万「小牧」）

A 区１面遺構全体（北西から）

調査の経過

青山金剛遺跡

調査の概要

ま と め

青
あおやましんめい

山神明遺跡・青
あおやまこんごう

山金剛遺跡（本発掘調査B）
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青山金剛遺跡２面遺構図（1:200)

青山金剛遺跡１面遺構図（1:200)
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　調査区は遺跡の南西部に位置する。調査区の西側は道路、南側は民家と 24H 区、北側
は耕作地を挟んで青山金剛遺跡 24A・B 区が位置する。東側は 24N 区である。調査区の
地形は東より続く微高地の高位部分で、南側は谷地形、西側もやや低い谷地形となる。
北は青山金剛遺跡が立地する微高地である。
　調査によって確認された遺構遺物は主に平安時代と中世の時期に属するものである。
平安時代の遺構としては井戸 1 基と溝数条が確認された。井戸は調査区中央で検出され、
径 1.1m、深さ 0.6m を測る。調査区基盤層の明黄褐色シルト層内で掘り込みは止まり、
湧水層である砂層や礫層には達していない。出土遺物は灰釉陶器椀、土師器甕が出土し
ている。溝は調査区南半で東西方向にやや湾曲して走る溝 4 条が確認され、灰釉陶器が
少量出土している。同時代の遺物として調査区全体で少量の須恵器片が出土している。
　中世の遺構としては掘立柱建物の柱穴である小土坑が百基以上、溝十数条、井戸 5 基
が確認された。調査区中央部にやや南東 - 北西に軸が傾く東西溝群が走り、調査区西部
で南・北方向にほぼ直角に曲がる。東西溝は消失したものも含めて 7 条である。南北方
向の溝は北方向に 3 条、南方向には 5 条が走る。これらは 15 世紀代の時期である。また、
調査区北西隅で南北方向の溝群に並行して幅約 2.5m、深さ 0.6m の箱堀状の溝が確認さ
れている。溝群より古く、北に位置する金剛遺跡に関連する遺構である。中央東西に走
り南と北に屈曲する溝群は中世屋敷地を区画するものであり、北と南に二区画が想定さ
れる。柱穴と考えられる小土坑が多数検出され掘立柱建物１棟が確認された。井戸は 5
基が検出された。1 基は南部系山茶碗 5 型式の時期で、溝群と切り合い関係がある 2 基
は溝群よりやや古い時期である。このうち 1 基は平面が方形の形状である。調査区東部
で検出された井戸は上部を傾斜させてロート状に掘る。中心部に径 0.6 〜 0.7m の竪穴を
礫層下の砂層まで掘り下げ、深さは 2.2m を測る。これ以外の中世井戸は調査区基盤面
下の礫層上部の硬い砂層まで達している。溝群から 15 世紀代の山茶碗、古瀬戸陶器、石
製品、鉄滓が出土している。
　調査区は 24M 区の東側に位置し、南側は 24H 区、東側は 24D 区となる。調査区南東
は谷地形となり、北から西方向は調査区よりやや高い微高地である。調査区は谷地形以
外の微高地が圃場整備によって数十 cm 削平され、深い部分で M 区に比較して基盤面が
約 50cm 下がる。このため微高地部分の遺構は少なく、井戸などの比較的深い掘り込み
の遺構が遺存する。
　確認された遺構遺物は平安時代と中世である。平安時代の遺構としては井戸 2 基が確
認され、灰釉陶器、土師器などが出土した。中世の遺構として主に溝と井戸が検出された。
調査区南西隅で 24M 区の連なる可能性がある溝 2 条が確認された。溝は北西方向から南
に屈曲して 24H 区に繋がる。井戸は 7 基検出され、時期的には中世初期と 15 世紀代の
２時期が確認された。中世初期の井戸より第５型式の山茶碗、15 世紀代の井戸からは埋
置された古瀬戸陶器が出土した。平安時代と中世の井戸は南東の谷地形に沿う微高地縁
辺で検出された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 酒井俊彦 )

青山神明遺跡

２ ４ M 区

２ ４ N 区
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溝群

溝群

溝群

屋敷地

屋敷地

掘立柱建物

井戸

井戸

井戸

井戸

井戸(古代）

井戸

0 5m1/250

24N 区古代井戸 0550SE 遺物出土状況

青山神明遺跡 24M 区遺構図 (1/250)

24N 区中世井戸 0561SE 遺物出土状況

24N 区全景（西より）24M 区調査区全景（真上）
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安城市姫小川町地内
（北緯34度54分44秒 東経137度05分46秒）

中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)
令和6年7月〜10月
618㎡
堀木真美子・河嶋優輝

調査は、愛知県建設局知立建設事務所河川整備課に
よる中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)に伴う事前調
査として、愛知県県民文化局より委託を受け、実施し
た。当遺跡は平成19年度から調査を開始し、今年度が
第8次の調査となる。今年度の調査区は遺跡北端部の
市道部分にあたり、北は姫下遺跡2022年度調査区と接
し、南は寄島遺跡2023年度調査区と接する。今年度は
調査区を北から24A・24Bの2区に分割して調査を実施
し、調査面積は計618㎡である。

遺跡は、碧海台地東縁部から沖積地に広がる鹿乗川
流域遺跡群の一部であり、遺跡群の南群に位置する。

調査では、市道整備時の整地土および旧耕作土の下
層に、遺物を含まない時期不明の流路跡が複数確認さ
れた。これらが基盤層まで深く掘り込まれているため、
調査面積の半分ほどが削平を受けている。

削平を免れた遺構には、古墳時代から中世の遺物を
含む流路跡が1条、中世の遺物を含む竪穴状土坑が1基
ある。そのほか、古代〜中世の遺物包含層が2箇所で
確認された。

旧流路014NRは今年度調査区の中央部で検出され
た。寄島遺跡13B区で確認されたものと連続しており、
出土遺物は、古墳時代前期の土師器、須恵器、灰釉陶器、
山茶碗などがある。出土遺物の時期幅が広いため、単
一の流路ではなく、複数期のものが重なっているもの
と考えられる。

竪穴状遺構012SKからは、土師器小型壺1点のほか、山茶碗の破片が複数点出土した。
柱穴や周溝等の施設は確認できない。

調査区内の2箇所で中粒砂質土を中心とした遺物包含層が確認された。土師器、須恵器、
灰釉陶器、山茶碗、伊勢型鍋のほか、中世後半に属する羽釜が出土している。

今年度調査では、時期により場所を変える複数の流路跡が確認されており、包含層等は
確認できるものの、居住などが行われる場所ではなかったものと思われる。　（河嶋優輝）

流路
（遺物なし）

流路
（遺物なし）

流路
（遺物なし）

流路
（遺物なし）

流路014NR
古墳時代～中世

遺物包含層
(古代～中世)

遺物包含層
（古代～中世）

竪穴状遺構012SK
（中世）

S=1:1000
0m 20m

24A区

24B区

姫下遺跡22A区

寄島遺跡
14E区

寄島遺跡
13B区

調査の経過

立地と環境

調査の概要

旧 流 路

竪穴状遺構

遺物包含層

ま と め

調査地点（1/2.5万「安城」）

寄島遺跡 24 年度調査 主要遺構図
S=1/1000

寄
よせじま

島遺跡（本発掘調査B）　
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安城市姫小川町・東町・小川町地内
（北緯34度54分52秒 東経137度05分48秒）

中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)
令和6年10月
187㎡
堀木真美子・河嶋優輝

調査は、愛知県建設局知立建設事務所河川整備課による
中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)に伴う事前調査として、
愛知県県民文化局より委託を受け、実施した。当遺跡は平
成17年度から調査を開始し、今年度が第7次の調査となる。
今年度の調査区は市道部分にあたり、南は姫下遺跡2022年
度調査区と接し、東にはやや間隔を開け姫下遺跡2005年度
調査区が位置する。今年度は調査区を南から24A・24Bの2
区に分割して調査を実施し、調査面積は計187㎡である。

遺跡は、碧海台地東縁部から沖積地に広がる鹿乗川流域
遺跡群の一部であり、遺跡群の南群に位置する。東側の05B
区では竪穴建物跡群および旧流路が確認され、今年度調査
範囲は旧流路の北側にあたる。

調査では、おおよそ全面にわたって土師器、須恵器、灰釉
陶器が含まれる遺物包含層が検出され、その下層では土坑
群のほか、溝2条、竪穴建物1棟が確認された。各遺構から
の出土遺物は乏しいものの、層序から古代以前の遺構と考
えられる。

竪穴建物011SIは、南北長約1.8m、東西長0.6m以上の隅
丸方形プランを持つ。幅約0.2〜0.5mの周溝を持ち、柱穴は
確認できない。遺構埋土から土師器片が出土しており、古
墳時代から古代にかけての遺構と推定される。

今年度調査区については、東側の05B区で展開していた竪穴建物群が確認できなかった。
包含層からの出土遺物も乏しく、集落の縁辺部としての性格が想定される。　（河嶋優輝）

S=1:400

0m 5m姫下遺跡
22C区

姫下遺跡
05B区

24A区

24B区

遺物包含層
(古代)

竪穴建物011SI
(古代)

調査地点（1/2.5万「安城」）

姫下遺跡 竪穴建物 011SI 完掘状況（西より）姫下遺跡 24A 区全景（北より）

姫下遺跡 24 年度調査 主要遺構図
S=1/400

調査の経過

立地と環境

調査の概要

竪穴建物跡

ま と め

姫
ひめした

下遺跡（本発掘調査B）　
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安城市桜井町・川中町地内
（北緯34度55分25秒 東経137度06分00秒）

中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)
令和6年10月
56㎡
堀木真美子・河嶋優輝

調査は、愛知県建設局知立建設事務所河川整備
課による中小河川改良事業(一級河川鹿乗川)に伴
う事前調査として、愛知県県民文化局より委託を受
け、実施した。当遺跡は令和2年度から調査を開始し、
今年度が第4次の調査となる。東にはやや間隔を開
けて中狭間遺跡2022年度調査区が位置する。今年度
調査面積は56㎡である。

遺跡は、碧海台地東縁部から沖積地に広がる鹿乗
川流域遺跡群の一部であり、遺跡群の北群に位置す
る。当遺跡内では、今年度調査対象地の南方で方形
周溝墓および土器棺墓から構成される弥生時代中
期〜後期の墓域が確認されている。

調査では、おおよそ全面にわたって土師器、須恵
器、灰釉陶器が含まれる遺物包含層が検出され、そ
の下層では土坑群のほか、溝1条、竪穴建物跡1棟が
確認された。溝からは須恵器甕類が出土した。

竪穴建物010SIは、短軸長約1.6m、長軸長1.5m以
上の楕円形プランを持つ。周溝は幅約0.2〜0.3mで、南辺の一部で途切れる。柱穴は確認
できない。遺構埋土から土師器片が出土しており、古墳時代から古代にかけての遺構と推
定される。

今年度調査区における、竪穴建物と溝がまばらに展開する様相は、南方に存在する弥生
時代の墓域とは全く異なり、東側に位置する22E区と類似する。　　　　　（河嶋優輝）

S=1:200

0m 5m

溝004SD
（古代）

竪穴建物010SI
（古代）

遺物包含層
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調査の経過

立地と環境

調査の概要

竪穴建物跡

ま と め

中狭間遺跡 24 年度調査 主要遺構図
S=1/200

中狭間遺跡 溝 004SD 須恵器出土状況中狭間遺跡 竪穴建物 010SI 完掘状況（南西より）

調査地点（1/2.5万「安城」）

中
なかはざま

狭間遺跡（本発掘調査B）　
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豊橋市石巻本町地内
（北緯34度47分55秒 東経137度26分15秒）

道路改良工事(交付金)東三河環状線
令和6年10月〜12月
1,228㎡　　　
堀木真美子・田中　良

　調査は、愛知県建設局道路建設課東三河東建設事務所による東三河環状線に伴う事前調
査として、愛知県県民文化局より委託を受け、実施した。本遺跡は平成25年・令和4年・令
和5年度に調査が行われ、令和6年度は、野添遺跡の23区の西側375㎡と市道石巻本町188
号線を挟んで西側の萱野遺跡853㎡の計1,228㎡を調査した。
　遺跡は豊川左岸の河岸段丘縁辺部に立地し、東側には神田川沿いの低地がある。調査地
点は、河岸段丘上に位置し、平成25年度調査地点は低地および段丘崖にあたり、令和4年
度以降の調査は高位の段丘上に立地する。遺跡の周辺には、神田川沿いの低地に弥生時代
中期から後期、中世を主体とする東下地遺跡がある。
　野添遺跡では、23区から続く区画溝の西端と土坑墓(19SK)が検出され、屋敷地の規模や
その構成が分かる貴重な事例となった。萱野遺跡では、17世紀〜18世紀の区画溝と掘立柱
建物(01SB・02SB)が調査区の南側で検出され、調査区の北側では16世紀の土坑墓(112SK)
や14世紀の柱穴列(SA01)が検出された。
　今回の調査区からは、23区から続く区画溝の西端と屋敷地に伴う土坑墓(19SK)が検出
された。これにより、前回の調査区(23区)と合わせて16世紀の屋敷地が推定できる調査事
例となった。また、区画溝からは豊臣時代の大阪城で流通するものと同様の犬形土製品が
出土し、豊橋市内では吉田城址に次いで2例目の事例となった。
　萱野遺跡では、野添遺跡よりも新しい17世紀から18世紀の区画溝とそれに区画された
掘立柱建物が2棟(01SB・02SB)、調査区の南側から検出された。掘立柱建物の柱穴には、
人頭大の礫を1〜2個伴い、直径60cmを超えるものが多く、大型の建物跡が建っていた可
能性が想定される。区画溝からは、土師器や内耳鍋のほか、陶器や磁器なども出土しており、
特に風炉や火鉢などの火具の出土が目立つ。
　調査区の北側では、16世紀の土師器皿と渡来銭がそれぞれ5枚出土した土坑墓(112SK)
や柱穴群が検出され、野添遺跡と同様の屋敷地が展開する可能性がある。さらに、14世紀
まで遡る柱穴列(01SA)も検出された。
　今回の調査では、野添遺跡において16世紀の屋敷地を考える上で貴重な事例となったほ
か、萱野遺跡ではそれよりも新しい時期の屋敷地が展開することが分かった。また、萱野
遺跡では14世紀の遺構の片鱗が確認できたこともあり、この地域に中世以降、場所を変え
ながらも連綿と人が住み続けていることが判明した。今後、出土遺物の検討を進めること
により、屋敷地の内容がより明らかになり、吉田城との関わりなども見えてくると思われ
る。さらには、この地域の寺院との関連性もより明らかになっていくものと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中　良)

野添遺跡
萱野遺跡

調査地点（1/2.5万「豊橋」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

野 添 遺 跡

萱 野 遺 跡

ま と め

野
のぞえ

添遺跡・萱
かやの

野遺跡（本発掘調査B）　
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野添遺跡・萱野遺跡遺構全体図 (S=1/300)

市道石巻本町
188号線

01SB

112SK
01SA

19SK

02SB

萱野遺跡(24区)

野添遺跡(24区)

23区

0 10m1:300

区画溝(17世紀〜18世紀)

区画溝(15世紀末〜16世紀)
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萱野遺跡　掘立柱建物跡 SB01・02( 東から )

野添遺跡　調査区全景 ( 北から )

萱野遺跡 01SB の柱穴土層断面 ( 南東から )萱野遺跡 土坑墓 112SK 遺物出土状況 ( 南東から )

01SB

02SB
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北設楽郡設楽町八橋字道上地内
（北緯35度7分41秒 東経137度35分16秒）

設楽ダム
令和6年7月
22㎡　　　
堀木真美子・田中　良

調査は国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所による設楽ダム事業に伴う事前
調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、実施した。調査は遺跡の範囲を確認する
ために、遺跡の北東側の緩斜面地にTT01〜TT04の4箇所のトレンチを設定し、実施した。
トレンチは2m×2.5m×3箇所、2m×3.5m×1箇所で総面積は22㎡である。

遺跡は、豊川支流の境川上流右岸に所在する（設楽町八橋地区）。境川がつくる幅約
150mの谷地形の北縁を北東から南西方向に伊那街道が延びており、その沿道に八橋地区
の集落が展開する。街道は標高約449〜452mにあり、遺跡はそれを境として北西側の斜面
地(標高約457〜472m)と南東側の平坦面(標高約445〜452m)に立地する。

今回の調査では、現況の緩斜面地が土石流によって形成されていることが分かった。ま
た、TT02では、縄文時代中期後半から後期の土器片や石器が出土し、あまり摩滅していな
いことから、この地点よりも山側に縄文時代の遺構が展開する可能性を確認できた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中　良)

0 25mS=1/500

近現代以降の土石流

近世以前の地表面残存

TT01

TT02

TT03

TT04

縄文土器・石器出土

陶器・磁器出土

調査地点（1/2.5万「田口」）

中村遺跡調査区配置図 (S=1/500)

調査の経過

立地と環境

調査の概要

中
なかむら

村遺跡（本発掘調査A）　
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北設楽郡設楽町川向字上戸神地内
（北緯35度06分49秒 東経137度33分25秒）

設楽ダム
令和6年7月
132㎡　　　
堀木真美子・田中　良

調査は、国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所による設楽ダム事業に伴う事
前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、実施した。調査は遺跡の範囲を確認す
るために、遺跡の西側を中心にTT01〜TT12の12箇所のトレンチを設定した。トレンチは
4m×7.25m×1箇所、3m×6m×1箇所、3.4m×5m×1箇所、1.5m×8m×1箇所、3m×
3m×4箇所、1m×5m×4箇所で総面積は132㎡である。

遺跡は、東堂神社の正面にある平坦面を中心に戸神川左岸の河岸段丘上および南向き斜
面に立地する。

今回の調査では、遺跡の旧地形と現地形が大きく異なることが判明した。TT04・TT05か
らは、炭化物を多く含む谷埋土と岩盤が地表から1.5m下で検出され、谷埋土中から石器
や縄文土器の細片が出土した。

TT01〜TT12の全てのトレンチからは、土石流堆積の痕跡が確認された。現況は緩斜面
や平場となっているが、これは山側からの土石流によって形成されていることが分かった。
元々の地形は谷状となっており、そこを近代以降に開墾し、段々畑などに利用していたこ
とが分かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        (田中　良)

調査地点（1/2.5万「田口」）

上戸神遺跡調査区配置図

TT05 東壁土層断面 西から

TT11 完掘状況 東から

調査の経過

立地と環境

調査の概要

上
かみとがみ

戸神遺跡（本発掘調査A）　
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北設楽郡設楽町大名倉ハラビ平地内
（北緯35度06分26秒 東経137度33分01秒）

設楽ダム
令和6年11月〜令和7年1月
857㎡
堀木真美子・河嶋優輝

調査は、国土交通省中部地方整備局による設楽ダム事業に伴う事前調査として、愛知県
県民文化局より委託を受け、実施した。当遺跡では平成27年度および平成30年度に本発掘
調査Aが行われており、その結果を受け、今年度の本発掘調査Bが実施された。今年度の本
発掘調査Aの範囲は、本発掘調査Bの南側にあたり、遺跡範囲を確認する目的で、2m×1ｍ
のトレンチ（以下ＴＴ）1箇所、4m×1mのTT1箇所、2m×2mのTT7箇所の計9箇所を設定
して実施した。調査面積は計34㎡である。本発掘調査Bは調査区を西から24A・24B・24C
の3区に分割して調査を実施し、調査面積は計823㎡である。

遺跡は豊川上流の左岸に所在し、北東から南西に向かって下る緩斜面に位置する。現状
は植林による杉林である。当遺跡から豊川を上流に向かって500mほど遡った右岸には設
楽町指定史跡の大名倉遺跡が所在し、下流方面に約400mほど離れた左岸側には令和2年
度に本発掘調査Bを実施した胡桃窪遺跡が所在する。

本発掘調査Aの対象地内東側には2段に渡る棚田が残っており、各段には石垣が残る。
棚田より西側は緩斜面となっている。

棚田部分では、上位の段に2m×1mのTT01、下位の段に4m×1mのTT02を設定した。
それぞれ、厚さ0.2〜0.4mの表土下に黒褐色土が堆積し、現地表面から1.5mほどで礫を多
く含む黄褐色粘土質シルトの基盤層に到達する。基盤層までの間に遺物包含層は確認で
きず、遺構も検出されない。両トレンチとも谷地形の内部にあたるものと考えられる。

緩斜面部分では、2m×2mのTT7箇所を分散して設定した。層序はほぼ全てのトレンチ
で一致しており、厚さ0.2〜0.4mの表土下に基盤層が広がる。基盤層の傾斜はほぼ現地形
に沿う。基盤層上面で遺構はほとんど確認できず、異地性と思われる遺物が少量出土した
のみである。

本発掘調査Bの対象地は本発掘調査Aの対象地の北側にあたる。東側には3段に渡る棚
田が残り、西側は緩斜面となっている。検出された遺構の帰属時期は、縄文時代と古代の
2時期がある。前者には竪穴建物1棟、石器・縄文土器を含む土坑数基が確認され、後者に
は底部に被熱痕の残る土坑1基、土師器甕・灰釉陶器を含む土坑数基がある。

竪穴建物101SIは24B区で検出された。平面規模は短軸約4.8m、長軸約5.1mで、プラン
は樹根による撹乱もあり不整円形となっている。斜面地のため、掘り方は北東側が深く、
南西側が浅くなっており、底面は水平に近い。基盤層は角礫を多く含み居住に適さないた
めか、礫の少ない土を底部及び壁面に貼って床面とする。床面はやや硬化している。

明確な炉跡は存在しないが、埋土に焼土を含む土坑122SKが床面で検出された。ただし
被熱面は確認できなかった。竪穴建物外縁に並ぶ小土坑群に柱穴の可能性がある。

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査の経過

立地と環境

本発掘調査
Ａ の 概 要

本発掘調査
Ｂ の 概 要

竪 穴 建 物
1 0 1 S I

ハラビ平
だいら

遺跡（本発掘調査A・B）　
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埋土・貼床土からの出土遺物は縄文土器、磨石・敲石類、打製石斧、石鏃のほか、黒曜
石の微細剥片が100点以上確認されている。縄文土器の帰属時期は前期末が中心であるが、
一部に早期後半や中期のものが含まれる。

103SXは埋土に焼土が含まれる不整円形の土坑で、断面形は浅い皿状をなす。基盤層を
掘り抜いた底面には明瞭な被熱痕が残る。出土遺物はないものの、隣接する104SKで灰釉
陶器、近接する151SKで清郷型甕などが出土しており、古代に属する可能性がある。

今年度調査で検出された縄文時代前期末および古代の遺構は、近接する胡桃窪遺跡でも
確認されている。胡桃窪遺跡と異なり縄文時代中期の遺構は確認できなかったが、中世か
ら遺構が途絶える点は両遺跡で一致しており、大名倉地区の豊川左岸の遺跡として、ある
程度盛衰が連動していたものと考えられる。　　　　　　　　　     　　　　（河嶋優輝）

24A区
24B区

24C区

TT01TT02

TT03

TT04

TT05

TT06

TT07

TT08

TT09

土坑038SK・
溝037SD

（縄文時代）

土坑001SK
（縄文時代）

竪穴建物跡101SI
（縄文時代前期末）

土坑103SX・104SK・151SK
（古代）N

0 S=1:600 20m

樹根

樹根

樹根
石

石

石

石

122SK
（焼土）

137SP
(柱穴か)

136SK

138SK

143SK
(柱穴か)

141SK
(柱穴か)

139SK
(柱穴か)

142SK

黒曜石微細剥片
集中出土 0

S=1:100

2m24 年度本発掘調査 A・B  TT 配置図・主要遺構図　S=1/600

24B 区完掘状況空撮（上が北）

竪穴建物 101SI 石鏃出土状況 竪穴建物 101SI 床面検出状況（南西より）

ハラビ平遺跡 竪穴建物 101SI 平面図　S=1/100

被 熱 土 坑
1 0 3 S X

ま と め

本発掘調査 A

本発掘調査 B
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大畑遺跡は周囲と隔てられた地形の中にある。北側は万瀬遺跡方面から細い尾根で連続するものの、
東と南は境川によって、西は戸神川によって急峻な崖が形成されている。東西方向からの登攀は困難で
ある。南側には葛折りの道があり川向東貝津遺跡付近に達する。北側へは細い尾根状地形の上を経て万
瀬遺跡の南東付近に達する。遺跡内の地形は丘陵と谷状地形があり、縄文時代前期〜中期の竪穴建物は、
東西の丘陵部と谷状地形の始点、すなわち谷頭部で検出された。

各地形内の竪穴建物の数と時期は、西側丘陵部には縄文時代前期が2棟(310SI・440SI)、縄文時代中期
が3棟(300SI・360SI・362SI)、詳細不明3棟(395SX・490SI・370SX)。東側丘陵部には、縄文時代中期が１
棟(065SI)、谷頭部には、縄文時代前期が2〜3棟、縄文時代中期が5〜6棟(内1棟は重複関係から前期か中
期のどちらかに属す)検出されている。

大畑遺跡で検出された特筆すべき遺構としては、縄文時代中期の竪穴建物065SI内の石囲炉187SLの
北側に付属する副炉228SLがある。2017年度の調査実施時点において設楽ダム関連の調査で初の副炉検
出例であった。187SLの掘方の規模が一辺約1mを測るのに対して、228SLの掘方は一辺約0.2mの規模で
ある。228SLの内部には顕著な焼土や炭化物は検出されていない。

本調査以降は、上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、下延坂遺跡でも副炉の付属する石囲炉が検出されている。マ
サノ沢遺跡では炉に付属する土坑で副炉の石が抜き取られた可能性も指摘されている。近隣の遺跡では
豊田市ヒロノ遺跡、土岐市妻木平遺跡に類例がある。その他、長野県、山梨県には多数の類例があり、本
遺跡の副炉についてもこれらの地域との関連が想定されている。

(鈴木恵介)
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第 1図　設楽町の位置図
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大畑遺跡
おおはたいせき 北設楽郡設楽町

川向字大畑・東貝津
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   縄文時代前期

～
   縄文時代中期

竪穴建物 13 棟
竪穴状遺構 6 棟、炉跡

副炉、陥し穴 10 基
縄文土器、弥生土器、石器

縄文時代前期の竪
穴建物
縄文時代中期の竪
穴建物跡内で副炉
を伴う石囲炉

　境川右岸丘陵上に立地する縄文時代前期～後期の集落跡。竪穴建物は縄文時代前期 4 棟、縄文時代中
期 9 棟、縄文時代後期～晩期は竪穴建物そのものは検出されず、遺物が検出された。縄文時代中期後半
の副炉は特徴的な遺構である。この副炉は調査当初設楽ダム関連遺跡の中で初の検出例であった。
　東西および南側が河川によって削られた崖で周囲と隔絶した独立性の高い地形であり、土砂の流入等
の影響がない。その一方で当遺跡からは雨水等によって土砂の流出が継続しているため、丘陵上の遺構
の一部は残存状況が良好ではなかった。

発掘届出（29 埋セ第 2 号・2020.4.4　4 埋セ第 3 号・2022.4.11）
　
通知（29 教生第 220 号・2017.4.17　4 文芸第 663-1 号・2022.5.13）
　
終了届・保管証・発見届（30 埋セ第 126 号・2018.2.14　4 埋セ第 110 号・2022.12.26）
　
鑑定結果通知（29 教生第 3697 号・2018.2.26　4 文芸 2281・2023.2.10）
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大崎遺跡では、縄文時代から弥生時代にかけての集落と古代から中世にかけての水田遺構が検出され
た。　

前者は３か所で遺構と遺物の集中部が確認されており、それぞれ存続期間が異なることが判明した。
①南半西部では縄文時代後期後葉〜晩期の竪穴建物などが検出され、②南半中央部では縄文時代中期後
半〜後期中葉、縄文時代晩期〜弥生時代前期、弥生時代中期の３時期に竪穴建物が認められる。③調査
区南端では境川に向かう傾斜地に捨て場が形成され、縄文時代早期後葉と中期中葉から後半の土器が出
土している。

一方、水田関連遺構は４段階に構築されたことが判明した。まず、13世紀後半に南東部と北東部の凹
地地形の水田群が開田され、程なく中西部の緩斜面に立地する２つの水田群が開発された。次に、南部
の段丘崖面に沿う細長い水田群が14世紀代まで下る段階にでき、最後に北西部と南西部の水路0145SD
に沿う水田群が16世紀代に構築された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴）

　縄文～弥生時代集落跡Ｂ地区の竪穴建物時期相関図

基本土層模式図による土地利用変遷状況

縄文中期

縄文後期

縄文晩期

弥生前期

弥生中期

※太線および重なりは重複関係を、矢印は帰属時期が遡る可能性を示す。
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公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24　TEL 0567(67)4161

西暦 2025 年 3 月 31 日

大崎遺跡
おおさきいせき 北設楽郡設楽町

田口

きたしたらぐんしたらちょう

たぐち 23561 770195
35 度
06 分
22 秒

137 度
33 分
50 秒

2021.08.30
～

2022.02.04

2022.05.31
～

2022.10.21

11,085 設楽ダム

大崎遺跡 集落

縄文時代 竪穴建物、土坑など 縄文土器、石器、石製品など

山間部の小区画
水田関連遺構

　本遺跡は、境川左岸に形成された段丘面に立地する遺跡で、調査の結果、縄文時代から江戸時代

までの遺構と遺物が確認された。特に、縄文時代中期末から弥生時代中期までの竪穴建物30棟など

の遺構のほか、縄文時代早期の遺物も出土した。また、平安時代末から戦国時代にかけての水田関

連遺構は、山間部の土地開発の歴史を知る上で貴重な成果といえる。

鈴木正貴、川添和暁、蔭山誠一、社本有弥、永井邦仁、森将志、株式会社パレオ・ラボAMS年代測定グループ
（伊藤茂、加藤和浩、廣田正史、佐藤正教、山形秀樹、Zaur Lomtatidze、小林克也、中村賢太郎）、竹原弘展、
バンダリ・スダルジャン

竪穴建物、土坑など
水田関連遺構、柵列など

集石遺構、炭焼窯

縄文土器など
灰釉陶器など

弥生時代
平安時代
～戦国期
江戸時代～

陶磁器など

陶磁器など

発掘届出（３埋セ第 36-1 号　2021.5.28） （４埋セ第 7 号・2022.4.8）

通知（３文芸第 786-2 号　2021.6.3） （４文芸第 663-4 号　2022.5.13）

終了届・保管証・発見届（３埋セ第 88 号 2022.2.10）（４埋セ第 88 号 2022.10.26）

鑑定結果通知（３文芸第 2636 号 2022.3.24） （４文芸第 1757-1 号 2022.11.7）
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内貝津橋遺跡は豊川の支流である当貝津川の左岸河岸段丘上に位置する。遺跡の西側では、北から流
れてきた栗島川が当貝津川と合流する。当遺跡の北側に位置し、「北設楽郡史」等に記載があり、古くか
ら知られている折立遺跡は、詳細な範囲は示されていないが、当遺跡よりも上位の丘陵斜面に立地する。

調査は北西側のA区、南東側のB区に分割して行い、A区では遺構が少数であったが、B区では多数の
土坑、溝、柱穴が検出された。掘立柱建物跡092SBは内部で鍛冶作業を行っており、内部の土坑025SKは
多数の鍛造剥片や粒状滓を含んでいた。092SBは柱間約3mの1×1間の小規模な建物であり、鍛冶作業の
規模もこれに応じた小規模なものであったと想定される。025SKや092SBの柱穴からは0-53窯式期の灰
釉陶器が出土し、092SBの年代はこれに基づいた平安時代中期以降と考えられる。　　　　 (鈴木恵介)

第 1図　設楽町の位置図
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内貝津橋遺跡

愛知県埋蔵文化財センター調査報告書

第 229 集

鈴木 恵介・伊藤 茂・加藤 和浩・佐藤 正教・廣田 正史・山形 秀樹・Zaur Lomtatidze
小林 克也・竹原弘展

公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24　TEL 0567(67)4161

西暦 2025 年 3 月 31 日

内貝津橋遺跡
うちがいつはしいせき 北設楽郡設楽町

三都橋字内貝津

きたしたらぐんしたらちょう

みつはしあざうちがいつ 23561 743002
35 度
3 分
25 秒

137 度
30 分
56 秒

2022.7
～

2022.10
920

道路改築
工事 国道

420 号

内貝津橋遺跡 集落
平安時代

～
江戸時代

掘立柱建物 1 棟
柵列 2 列、炉跡 1 基

土坑、溝

弥生土器、灰釉陶器、
山茶碗、古瀬戸陶器、

石器

鍛冶作業に伴う建
物跡と内部の土坑
から鍛造剥片や粒
状滓を検出

　当貝津川左岸河岸段丘上に立地する古代～近世の集落跡。平安時代の鍛冶作業に伴う掘立
柱建物 1 棟を検出。建物内部には炉跡、鍛造剥片、粒状滓、灰釉陶器を伴う土坑が検出され
た。周囲の近現代の耕作に伴う耕作土や耕作痕跡からは、灰釉陶器や山茶碗、弥生時代前期
の土器、石器が検出された。
　当調査区は明治期に耕作地として整備されたことが伝わっており、周囲から搬入された土
砂にも遺物が包含されていたと見られる。

発掘届出（4 埋セ第 20 号・2022.5.12）
　
発掘届出（4 文芸第 818 号・2022.5.27）
　
終了届・保管証・発見届（4 埋セ第 90 号・2022.10.29）
　
鑑定結果通知（4 文芸第 1757-2 号・2022.11.7）
　

報告書抄録
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本報告は、東三河建設事務所改修工事に際して、事務所の北側駐車場に発電機棟等建設に伴うもので
ある。調査地点は吉田城址の東外堀の東に隣接する地点で、平成8年度に調査した96区の北30mに位置す
る。

調査の結果、鎌倉時代の柱穴などの遺構と出土遺物は飽海遺跡に関連するものと推定できる。江戸時
代の溝は、吉田城址の外堀東肩部と武家屋敷地の排水用水路が推定される。今後、吉田城址の武家屋敷地
を考える上で貴重な資料になるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(蔭山誠一)
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第230集  吉田城址・飽海遺跡
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よしだじょうし　あくみいせき

吉田城址・飽海遺跡
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第 230 集

蔭山誠一
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豊橋市今橋町６
とよはししいまはしちょう 23201 790393 34 度

46 分
12 秒

137 度
23 分
59 秒

2022.12.5
～

2022.12.22
100

東三河建
設事務所
改修工事

（発電機
棟等建設）
に伴う発
掘調査

城館
集落

鎌倉時代・
江戸時代

外堀・柱穴・井戸・
土坑・溝

山茶碗・小皿・常滑窯
産甕・施釉陶器・磁器
・打製石鏃

吉田城址の外堀東
に隣接する武家屋
敷地

鎌倉時代の柱穴と考えれる遺構は、飽海遺跡に関連する遺構と推定できる。江戸時代の溝は、吉田
城址の外堀東肩部と武家屋敷地の排水用水路が推定される。今後、吉田城址の武家屋敷地を考え
る上で貴重な資料になるものと思われる

発掘届出（4埋セ第73号・2022.9.26）

通知（4文芸第1545号・2022.10.4）

終了届・発見届・保管証（4埋セ第111号・2022.12.27）

鑑定結果通知（4豊教美第542-2号・2023.1.16）

吉  田  城  址
 よし    だ    じょう   し

飽  海  遺  跡
あく　 み　   い 　 せき

23201 790394

吉  田  城  址

飽  海  遺  跡

報告書抄録
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　愛知県埋蔵文化財センターでは、遺跡の発掘調査により発見された資料を広く公開するとともに、講座
や体験プログラムなどの企画を通じて、県民の埋蔵文化財に対する理解を深め、文化財保護意識の向上を
図ることを目的とした埋蔵文化財展を行っている。
　令和6年度は、春に愛知県埋蔵文化財調査センターと共催し新出土品展「やとみ新発見展”2024」と「春の
特別公開2024」を行った。また、秋には「名古屋城三の丸展」と題し、1988年度より長年行ってきた名古屋
城三の丸遺跡の調査成果を展示した。

春の埋蔵文化財展
1.会場:愛知県埋蔵文化財調査センター
2.会期:令和6年3月30日(土）〜4月12日(金)
3.開催要旨
　「やとみ新発見展”(しんはっけんでん)2024」と題して昨年度の発掘調査成果を中心に展示し、展示解
説を実施した。入館無料。

4.内容
「やとみ新発見展”2024」
　2階収蔵庫Cにて、2023年に本発掘調査Bを実施した19遺跡(中般若北浦遺跡、郷中遺跡、蕎麦田遺跡、
青山神明遺跡、一色青海遺跡、船橋宮浦遺跡、廻間遺跡、清洲城下町遺跡、名古屋城三の丸遺跡、寄島遺跡、
向田遺跡、亀塚遺跡、中狭間遺跡、万瀬遺跡、上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、下延坂遺跡、根道外遺跡、花の木
北遺跡、野添遺跡)の出土遺物や写真パネル等を展示した。注目すべき遺物は亀塚遺跡出土の赤彩竪櫛で
ある。期間中の入場者数は789名。

「埋文桜ニュース2024」
　配布資料として埋文桜ニュースを発行し、遺跡の概要説明と本年度イベント案内および同時開催の愛
知県埋蔵文化財調査センター春の特別公開の展示解説を掲載した。期間中の配布部数は142部。

5.考古学縁日
　令和6年3月30日(土)および3月31日(日)に、やとみ桜まつりに合わせて考古学縁日を開催し、やとみ
桜まつり会場で射的、埋蔵文化財調査センター1階でつぼ釣り、火おこし体験（埋蔵文化財調査センター
実施）を開催した。さくら祭り会場テントでの参加者数は1,082名で、埋蔵文化財調査センター1階の入
場者数は748名であった。参加景品の缶バッジは383点配布した。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （河嶋優輝）

秋の埋蔵文化財展
【展示】収蔵庫C
　令和５年度調査地点の武家屋敷跡でみつかった「水琴窟」の構造の説明パネルを設置し、地中に天地逆に
据えられていた常滑窯製品の甕と地上部分の水門付近に置かれていた玉石を展示した。

【イベント】11月４日（月）
　遺跡から出土遺物がセンター建物に運び込まれてから行われる業務、接合・復元・実測・写真撮影・自然
科学分析・保存処理・収納など発掘調査報告書ができるまでの仕事の様子を紹介しつつ、館内をめぐるバ
ックヤードツアーを開催。収蔵庫内に眠る特大の木製品（木樋）も見学。旅のお供は報告書完成をゴールと
した「まいぶん双六」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (武部真木)

埋蔵文化財展
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埋文桜ニュース春の埋文展　チラシ

まいぶん双六
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　愛知県県民文化局文化財室の委託事業として、あいち朝日遺跡ミュージアム企画展「あいちの発掘調
査2024」を実施した。
　本展では、県内各地で行われた最新の発掘調査の出土品を展示した。今回は、高ノ御前遺跡（東海市）、
清洲城下町遺跡（清須市）、田光遺跡（名古屋市瑞穂区）、根道外遺跡（設楽町）、亀塚遺跡（安城市）、掛梨
遺跡（西尾市）、三ツ山古墳（豊橋市）、岡崎城跡（岡崎市）の８遺跡を紹介した。また、朝日遺跡からは、
亀塚遺跡の赤彩竪櫛の展示に関連して、装身具類の優品を展示した。関連講演会では、亀塚遺跡の赤彩
竪櫛に関連して文様の読み解きについての講演のほか、遺跡の性格、櫛の文化史についての研究発表を
行った。印刷物としては、ポスター・チラシ・パンフレットの企画・編集とガイドブックの作成を行った。

「あいちの発掘調査2024」チラシ 「あいちの発掘調査2024」ガイドブック表紙

企画展示室の展示 関連講演会の開催

あいち朝日遺跡ミュージアム企画展
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１　企画展
（1）会期 2025年１月18日（土）から３月9日（日）まで
  休館日：毎週月曜日（※２月24日（月・振替休日）は開館、翌25日（火）は休館）

（2）開館時間 ９：30〜17：00まで
（3）会場 あいち朝日遺跡ミュージアム　本館（企画展示室）

２　関連講演会
（1）関連講演会「デザインの時間軸－安城市亀塚遺跡と赤彩竪櫛」（清須市教育委員会共催事業）
①日時： 2025年２月２日（日）13：00〜16：30まで
②場所： 清洲市民センター１階（ホール）
③講師： 深澤芳樹氏（奈良文化財研究所客員研究員）
 講演「文様を読む」
 河嶋優輝（愛知県埋蔵文化財センター調査研究主事）
 研究発表１「亀塚遺跡とその周辺〜弥生時代終末期から古墳時代初頭を中心に〜」
 大熊久貴 氏（明治大学文学部助手）
 研究発表２「櫛からみる弥生時代の終焉と古墳時代の幕開け」
④参加費：無料
⑤当日参加人数：114名

（2）発掘調査最新成果報告会Ⅰ「あいちの縄文と弥生」
①日時： 2025年１月26日（日）13：00〜15：30まで
②場所： あいち朝日遺跡ミュージアム本館（研修室）
③講師： 早川由香里氏（東海市教育委員会）「高ノ御前遺跡」
 吉田皓氏（株式会社イビソク）「田光遺跡」
 川添和暁（愛知県埋蔵文化財センター）「根道外遺跡」
④参加費：無料
⑤当日参加人数：52名

（3）発掘調査最新成果報告会Ⅱ「あいちの古墳と製塩、城館」
①日時：2025年２月９日（日）13：00〜16：00まで
②場所：あいち朝日遺跡ミュージアム本館（研修室）
③講師： 飯塚寿音氏（豊橋市文化財センター）「三ツ山古墳」
 鈴木理絵氏（西尾市教育委員会）「掛梨遺跡」
 田中良（愛知県埋蔵文化財センター）「清洲城下町遺跡」
 平山優氏（岡崎市教育委員会）「岡崎城跡」
④参加費：無料
⑤当日参加人数：52名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(早野浩二)
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　『令和6年度生涯学習あいち県民講座』の一環として、愛知県埋蔵文化財センターと愛知県生涯学習推
進センターの協力講座が開催された。今年度は2回でいずれも室内講座と現地学習の組み合わせである。

【１】あいちの遺跡を学ぼう「戦争遺跡から名古屋市中区の戦争を探る」
　名古屋市中区周辺に残る戦争の爪痕について、名古屋市見晴台考古資料館学芸員の伊藤厚史さんが講
義を実施。現地見学の際に、見学者のサポートのため、埋文センター職員が随行した。見学コースの解散
地点が、発掘調査中の西二葉町遺跡から近い箇所であったため、地元説明会等の案内をした。

①講義 　
　2024年6月8日（土）13：30〜15：00　 
　愛知県教育会館 3 階教室
　「軍事施設跡と国民の暮らし」 　
　講師：伊藤厚史（名古屋市見晴台考古資料館学芸員） 
　参加者:15名

②現地学習　
　2024年6月15日（土）13：30〜15：00　
　愛知・名古屋　戦争に関する資料館（集合）
　「町中に残る戦争の爪痕を訪ねる」　
　講師：伊藤厚史（名古屋市見晴台考古資料館学芸員） 
　参加者:13名　＊埋文セ職員随行

【２】あいちの遺跡を学ぼう『濃尾平野に現われた2つの巨大都市」〜発掘調査成果から復元する〜』
①講義　
　 2024年12月12日（木）13：30〜15：15　 愛知県教育会館 3 階教室
　　「濃尾平野に現れた2つの巨大都市　清須」 　講師：鈴木正貴　参加者:23名

　②現地学習
　2024年12月19日（木）13：30〜16：00　名鉄新清洲駅（集合）
　　「清須城と城下町の痕跡を歩いて探そう」　講師：鈴木正貴　参加者：21名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 (堀木真美子)

　あいち朝日遺跡ミュージアムでは様々なイベントが開催されている。今年度は令和７年３月１日（土）
の午前10時〜午後４時30分に開催された『体験！弥生ムラ』に出展した。
　今年度も昨年度と同様、令和２年度に愛知県陶磁美術館で開催した『YAYOI・モダンデザイン』展で制
作した弥生王族の衣装を来訪者に着ていただくイベント「弥生王族の衣装を着よう」を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(樋上　昇)

現地学習 (町中に残る戦争の爪痕を訪ねる)

あいち朝日遺跡ミュージアム　体験! 弥生ムラへの出展

愛知県生涯学習推進センター協力講座
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1.目的
　愛知県内外の考古学に関する成果などを広く一般県民に公開するための歴史講座を開催する。
2.場所
　愛知県埋蔵文化財調査センター　2階研修室
3.定員
　各講座50名
4.内容
　今年度の連続歴史講座のテーマは『交流の考古学』とした。ヒトやモノの交流を概観し、それらが各地
域にどのような影響を与え、技術や社会が変化したのかを講義形式で解説を行った。いずれの回も午前
10：30〜12：00に開催し、参加費は無料であった。

  

　今年度は例年土日開催であったものを平日開催にした結果、前年に比べて参加者の総数が20人ほど増
加した。どの回も多くの質問を頂き、アンケートにも多くの回答を得た。　　　　　　　　  (渡邉　峻)

日時 タイトル 講師 参加人数
第 1 回　4 月 25 日 ( 木 ) 中世の交流　焼物からみる流通と模倣 鈴木正貴 26 人
第 2 回　5 月９日 ( 木 ) 古墳時代の「行く土器」、「来る土器」 早野浩二 31 人
第 3 回　5 月 23 日 ( 木 ) 弥生時代における木材・木製品の地域間交流に

ついて〜濃尾平野を中心として〜
樋上昇 33 人

第 4 回　6 月 6 日 ( 木 ) 縄文土器の様相から見える東海西部の地域性と
他地域交流

川添和暁 30 人

遺物見学

講座の様子

連続歴史講座のパンフレット

連続歴史講座
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上半期
　『「尾張」とやきものづくり　〜尾張地域・尾張藩・藩主〜』
日程：4月16日・5月21日・6月18日の３回、10：00〜11：30
担当：武部真木
内容：「せともの」が陶磁器一般をさす名称となっている愛知県の「瀬戸」。これまでの窯跡の発掘調査や
編年研究など精緻な研究成果も豊富で、地域特有の産業の歴史はさまざまな視点から豊かに語られてき
ている。
　講座では、尾張では早くから「産業」としての窯業生産に積極的に関与してきた状況を発掘調査の事例
を通して解説した。１回目「戦国時代の山城と窯跡〜新しい工房〜」では桑下城跡に隣接する桑下東窯跡
、２回目「尾張藩がつくる茶陶　〜茶入〜」では藩士が茶入生産に関わった瓶子窯跡、３回目「尾張殿様と
やきものづくり〜御窯屋・御庭焼〜」では烏帽子遺跡で検出された窯道具類、すなわち二代藩主の横須賀
御殿に存在した可能性のある御庭焼と窯について紹介した。
　参加者は１回目11名、２回目12名、３回目７名であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (武部真木)
下半期
　『発掘担当者が語る東海地域の縄文時代』
日程：10月18日・11月15日・12月20日の３回、15：30〜17：00
担当：川添和暁
内容：講座全体の開講趣旨は以下の通りである。
　縄文時代というと、三内丸山遺跡や亀ケ岡遺跡など、東北・北海道をはじめとする東日本の遺跡がよ
く注目されている。近年の研究では、縄文時代は日本列島の中で地域によって多様な活動が行われたと
いわれている。この東海地域でも、東日本・西日本の文化的な動向と連動しながら、当地ならではの特色
ある文化が営まれていたのである。特に、三河湾沿岸部の貝塚から見つかっている、多数の埋葬人骨や
様々な装身具の出土など、その豊富な内容は全国的にも有名である。さらに近年、三河の山間部では縄
文時代の遺跡に次々と調査のメスが入り、新しい発見が続々と得られるようになった。縄文時代の集落
は、居住の場であり、埋葬の場、さらにはお祀りの場であった。こうした、沿岸部の遺跡と山間部の遺跡
を取り上げながら、当地の縄文時代像に迫っていきたい。
　１回目「海辺の集落―貝塚を中心に」では、当地に特徴的な貝塚文化を紹介し、当時の海辺の集落の様
子を概観した。２回目「山間･丘陵部の集落―設楽
ダム関連発掘調査成果から」では、当センターが
実施している設楽ダム関連調査の成果をフルに
用いて、三河山間部の集落についての最新成果を
紹介した。３回目「縄文時代の社会像―地域から
見える縄文社会」では、１回目と２回目の内容を
踏まえて、東海西部地域の縄文時代社会像につい
て、受講者の皆さまと一緒に考えた。
　参加者は１回目20名、２回目25名、３回目26名
であった。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　(川添和暁) 講座 『発掘担当者が語る東海地方の縄文時代』

栄中日文化センター協力講座
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　清須市教育委員会が主催する文化財講座において、1回協力講座を行った。

　　　日時：2024年9月26日（木）10：00〜11：30まで
　　　場所：清須市清洲市民センター　302視聴覚室
　　　担当と題目：鈴木正貴「近世地誌・絵図類からみた後期清須城下町」

　本講座では、文献や絵図類から清須城下町の様子を考えた。
　清須城が廃城になるまでの同時代史料は『駒井日記』文禄３年４月３日条などに限られているので、後
期清須城下町の様相を探るために近世から近代に制作された地誌・絵図を検討した。具体的には『春日井
郡清須村古城絵図』、『張州府志』「清洲志」、『張州府志』「清洲之図」、『尾張徇行記』第５巻「清須」、『清洲志
』巻之一、『清洲志』「清洲壌地図」、『尾張志』「清須の部」、岩瀬文庫所蔵『清洲図』、『清洲村絵図面』、『春日
井郡清洲村絵図」、『清須城懐古録』、『清洲町史』を分析した。
　『駒井日記』は駒井重勝（豊臣秀次の右筆：中務小輔）の日記で、文禄２年閏９月から文禄４年４月まで
の17巻があり、その一部が現存する。「文禄３年４月１日条」（1594年5月22日）で豊臣秀吉が駒井重勝に
尾張国清須町の町人を帰村させるように命じており、「文禄３年４月３日条」で豊臣秀次が三位法印常閑
と清須町奉行（三輪五右衛門と池田丹後入道と日比野下野守）にその命令を伝え、３名の町奉行の担当別
に対象となる町人が書き上げられている。
　清須城廃城後は1650年頃の制作と推定される名古屋市蓬左文庫（尾張藩徳川家）所蔵『春日井郡清須村
古城絵図』があるが、曲輪などの記述が中心で城下町の記述は極めて少ない。宝暦２（1752）年に完成し
た『張州府志』「清洲志」と「清洲之図」は尾張藩が最初に編纂した尾張国の地誌では、清須城に関するま
とまった記述が初めて記された。坊巷、神祠、寺観、宅趾の項目に分けて記載され、記述の内容は比較的
に信憑性が高いと思われる。
　『清洲志』は武田載周が文政９（1826）年頃に完成させた清洲に関する私撰地誌で、このうち巻之一は
城墟、宅趾、旧号、壌地で構成される。「旧号」には跡地が記載され、その後に清洲から名古屋に移転した
寺社や町などが記述されており記述は豊富である。『清洲志』の写本の一つに「清洲壌地図」が付載されて
いるが、白丸を付す注記は、武田載周が清須城時代に関連する事柄と認識したものと推察される。『尾張
志』「清須の部」、西尾市岩瀬文庫所蔵『清洲図』、『清洲村絵図面』も記述内容に多少の異同もあるが、19世
紀前半に清須城の故地に関するさまざまな情報が集められたと考えられる。ただし、18世紀中頃の『張州
府志』以降に追加された情報の信憑性には若干の問題があると思われる。
　そこで、『駒井日記』に記載される町名と19世紀前半の西尾市岩瀬文庫所蔵『清洲図』を比較し検討した
。この結果、三輪五右衛門が管轄する町は清須城下町の南部、池田丹後入道は清須城下町の北西部、日比
野下野守は清須城下町の北東部にそれぞれ集中していることが判明した。したがって、『駒井日記』に記
載される町名のうち未だに場所が特定できない町についてもある程度範囲を絞ることが可能であること
がわかる。このように、近世に編纂された地誌類も綿密に検証することで城下町復元に役立つといえよ
う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴）

清須市文化財講座（協力事業）
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 本事業は、ポスター展示とプレゼンテーションによる調査・研究発表会を主体とし、これに識者によ
る講演会とシンポジウムを加えた考古学的な成果の普及を目的とした「考古学セミナー」と、考古学関
連のワークショップやゲームなどによってより考古学や埋蔵文化財を身近にすることを目的とした体験
型の普及活動である「考古学フェスタ」で構成されている。
　本事業は昨年度より開始され、今年度は 2 回目となる。「考古学セミナー」と「考古学フェスタ」へ
の出展は、県、財団法人、市町村、大学、NPO 法人、民間調査機関、遺跡調査会、研究グループなど
から 5 〜７月にエントリーを受付け、内容審査を経て計 31 件の出展となった。

　【主　催】　公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団
　　　　　　公益財団法人 名古屋まちづくり公社
　【主　管】　公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団 愛知県埋蔵文化財センター
　　　　　　公益財団法人 名古屋まちづくり公社 名古屋都市センター
　【開催場所】金山南ビル（名古屋市中区金山１丁目１－１）
　
　【内　容】
　　１　考古学セミナー（入場料等無料）
　　　 ① ポスター展示
　　　　（1）開催期日　令和６年 11 月６日（水）〜 11 月 24 日（日）　※月曜休館
　　　　（2）開館時間　火〜金曜日 10：00 〜 18：00  土・日・祝日 10：00 〜 17：00
　　　　（3）会　場　　名古屋都市センター 11 階 まちづくり広場
　　　　（4）発表者　　出展一覧を参照
　　　　（5）入場者数　のべ 2,808 人
　　　 ② 調査・研究発表会（発表資料集を無料配付）
　　　　（1）開催日時　令和 6 年 11 月 9 日（土）・10 日（日）13：00 〜 16：00
　　　　（2）会　場　　名古屋都市センター 11 階 ホール
　　　　（3）発表者　　出展一覧を参照
　　　　（4）参加者数　9 日（土）：5 つの発表のべ 167 人、10 日（日）：6 つの発表のべ 209 人
　　　③ 講演会・シンポジウム（発表資料集を無料配付）
　　　　（1）開催期日　令和 6 年 11 月 24 日（日）13：00 〜 16：00
　　　　（2）会　場　　名古屋都市センター 11 階 ホール
　　　　（3）参加者数　130 人
　　　　（4）タイトル　「いにしえの都市『熱田』2500 年の歴史を考える」
　　　　（5）講演会　　「中近世熱田の都市空間史」講師　山村亜希（京都大学教授）
　　　　（6）シンポジウム
　　　　　　関連発表　「熱田神宮の創祀、信仰と伝承伝説」内田雅之（熱田神宮宝物館）
　　　　　　　　　　　「出土遺物の特性からみた中世都市『熱田』」纐纈茂（名古屋市教育委員会）
　　　　　　　　　　　「断夫山古墳の時代と『熱田』」早野浩二（愛知県埋蔵文化財センター）
　　　　　　司会　　　樋上昇（愛知県埋蔵文化財センター）
　　

考古学フェア　あいちの考古学2024
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　　　④ 遺跡講座 「なごや空中遺跡散歩—なごやの古代寺院跡—」（発表資料を無料配付）
　　　　（1）開催期日　令和 6 年 11 月 22 日（金）13：00 〜 14：00
　　　　（2）会　場　　名古屋都市センター 11 階 まちづくり広場
　　　　（3）参加者数　25 人
　　　　（4）講　師　　永井邦仁（愛知県埋蔵文化財センター）
　
　　２　考古学フェスタ（入場料等無料、材料費は別途）
　　　　（1）開催期日　令和 6 年 11 月 17 日（日）12：00 〜 16：00
　　　　（2）会　場　　名古屋市都市センター 11 階 ホール、金山南ビル 1 階 イベントスペース
　　　　（3）出展者　　出展一覧を参照
　　　　（4）参加者数　5 つの出展のべ 170 人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 永井邦仁 )

考古学フェアのチラシ

講演会・シンポジウム会場

考古学フェスタのチラシ

ポスター展示会場
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No. タイトル プレゼン等日程 発表者　　
（代表者） 機関・団体

ポ
ス
タ
ー
展
示
の
み

A01 寺谷 17 号墳出土の巫女形埴輪 - 吉田真由美 鈴鹿市考古博物館

A02 田楽砦の調査成果 - 池口太智 春日井市教育委員会

A03 愛知県愛西市水無野遺跡の調査成果 - 佐藤成浩 愛西市教育委員会

A04 神宮寺跡（犬山市楽田）について - 兼松泰弘 愛知学院大学

A05 似て非なる土器 ―円窓付土器と手焙形土器― - 安達友隆 南山大学上峯研究室

A06「遺跡を歩こうマップ」を使ってみよう！ - 安達友隆 南山大学遺跡を歩こうの会

A07 木島遺跡 〜豊富な石材と木島式土器〜 - 久野隼太朗 南山大学上峯研究室

A08 小牧市・大山廃寺跡出土瓦の瓦当文様と製作技
法 - 永井邦仁 大山廃寺検討会

A09 大府市 石丸遺跡—第 2 次発掘調査の成果報告— - 白樫淳 株式会社アコード・大府市歴
史民俗資料館

A10 猿投窯と湖西窯の燃料材利用について - 小林克也 株式会社パレオ・ラボ

A11 見えてきた！大草城址（知多市）の姿！ - 真田泰光 知多市歴史民俗博物館

A12 考古資料に対する 3D 技術の活用を探る　　　
―より正確に、より分かりやすく - 大西遼 愛知県陶磁美術館

A13
あいち朝日遺跡ミュージアム　弥生ムラづくり
プロジェクトの紹介　おもてなしムラ人（ボラ
ンティア）のご紹介

- 宇井雅俊 あいち朝日遺跡ミュージアム

A14 岡崎城跡坂谷曲輪の第２次発掘調査成果 - 水野領介 岡崎市教育委員会

A15 豊川市羽根遺跡から出土した石造物の風化のメ
カニズム - 荒木徳人 愛知県埋蔵文化財センター

　
ポ
ス
タ
ー
展
示
＋
プ
レ
ゼ
ン

B01 犬山焼呉州赤絵再考　　　　　　　　　　　　　
－鳥の図柄を中心とした比較研究－ 11 月 9 日（土）① 宮川菜々子 犬山焼ミュージアム

B02 関ヶ原町不破関跡の発掘調査 11 月 9 日（土）② 小出一麿・
田中優衣 名古屋大学考古学研究室

B03 朝日遺跡出土鍬の工学的解析による実用途推定 11 月 9 日（土）③ 桃井宏和 元興寺文化財研究所

B04 吉田城址石垣の年代の再検討 11 月 9 日（土）④ 中川永 豊橋市美術博物館
B05 西尾城大手門跡発掘調査成果 11 月 9 日（土）⑤ 浅岡優 西尾市教育委員会

B06 三河吉田藩主松平忠利墓の発掘調査 11 月 10 日（日）① 神取龍生 幸田町教育委員会

B07 名古屋城石垣の残石群調査　　　　　　　　　
―長久手市猪鼻堰跡残石群― 11 月 10 日（日）② 大村陸 ・　

川出康博
名古屋城調査研究センター・
元長久手市教育委員会

B08 熱田 B 遺跡出土木製品の網羅的年輪年代決定が
もたらす新たな可能性 11 月 10 日（日）③ 中塚武 名古屋大学環境学研究科

B09 熱田 B 遺跡における建築部材・木製品の用材選
択 11 月 10 日（日）④ 高橋敦 株式会社古生態研究所

B10 先史時代人の行動復元 4　　　　　　　　　　 
—川向東貝津遺跡での石器作り— 11 月 10 日（日）⑤ 平井義敏 東海石器研究会

B11 聖武天皇即位 1300 年記念 久留倍官衙遺跡を紹
介します 11 月 10 日（日）⑥ 大原涼子 四日市市シティプロモーショ

ン部文化課

考
古
学
フ
ェ
ス
タ

C01 石を割って、石器を作ろう！ 11 月 17 日（日） 平井義敏 東海石割り会

C02 埴輪の模様を写してカードを作ろう！ 11 月 17 日（日） 早田有紗 春日井市教育委員会

C03 かりうち体験会 11 月 17 日（日） 鈴木恵介 愛知県埋蔵文化財センター

C04 こども学芸員 11 月 17 日（日） 青木　修 犬山焼ミュージアム

C05 点灯！名古屋城天守 11 月 17 日（日） 䕃山誠一 愛知県埋蔵文化財センター

令和６年度考古学フェア出展一覧
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　令和 5 年度から愛知県埋蔵文化財センターの広報普及活動をサポートしていただくための組織「あい
ち埋文サポーターズクラブ 」を開設した。今年度も年会費 1,000 円を納めていただき、活動内容の充
実に努めた。令和 6 年度は 4 月から会員の募集を開始し、令和 7 年 1 月にて 57 名の方々にご登録をい
ただいている。
　活動内容は、遺跡の現場見学会が 8 回、ワークショップ「考古学実習」が 2 回、ワークショップ「パ
レススタイル土器を作ろう」が 2 回、イベント「考古学フェスタ」への参加が 1 回の計 13 回の例会実
施であった。
　今年度の初めての試みであるワークショップ「考古学実習」を行った。内容は報告書作成作業につい
て、石器と土器の整理作業の各 1 回を行い、整理報告作業に伴う遺物の分類、実測、写真撮影などを体
験していただくものであった。講師となった職員も含め、参加された会員とアットホームな雰囲気の中、
意見交換を多くしながら楽しく実施することができた。
　また、クラブの主要な活動の一つである遺跡見学会は、後日実施する地元説明会の事前検討会も兼ね
ている。この見学会では、現場担当者からの遺跡の解説だけでなく、より具体的な質疑応答が行われ、
会員にとっては発掘調査のより深い情報に触れる機会となり、好評を得ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(蔭山誠一)

日　　付 イ　ベ　ン　ト 参 加 人 数

R6.5.30

R6.9.5
R6.9.12
R6.10.3
R6.10.24
R6.10.31

R6.11.27

R6.12.5
R7.1.16
R7.1.27

考古学実習　石器編R6.5.23

R6.6.6
青山神明遺跡 C 区見学会
考古学実習　土器編
青山神明遺跡 A 区・B 区見学会
西二葉町遺跡見学会

青山神明遺跡 M 区・青山金剛
　遺跡見学会

一色天神遺跡見学会
青山神明遺跡 K 区見学会

パレススタイル土器を作ろう
　土器製作編
萱野遺跡見学会
青山神明遺跡 F 区見学会
パレススタイル土器を作ろう
　土器焼成編

9 名

9 名
14 名

13 名
18 名

8 名
9 名
9 名

9 名

4 名

10 名
9 名

のべ 121 名
考古学実習　土器編

ワークショップ「パレススタイル土器を作ろう」土器製作青山神明遺跡見学会

令和 6 年度サポーターズクラブ例会参加者一覧

サポーターズクラブの活動について
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貸出先 目的 遺跡名 貸出・提出資料 期間

国立大学法人東海国
立大学機構 名古屋
大学減災連携研究セ
ンター

名古屋大学減災館 1 階ホー
ルに展示するため

清洲城下町遺跡 天正地震における液状化痕跡の
剥ぎ取り　1 点

4 月 9 日

刈谷市博物館 令和６年度の夏季企画展の
チラシ・ポスターに利用す
るため

牛牧遺跡
西牧野遺跡
川向東貝津遺跡

遺物写真　１点
遺物写真　1 点
遺物写真　1 点

4 月 18 日

春日井市 『新修　春日井市史』への掲
載のため

勝川遺跡 拓本　1 点 4 月 18 日

名古屋市教育委員会 企画展『木を加工して組み
合わせる「わざ」』に利用す
るため

八王子遺跡
石座神社遺跡

遺物写真　7 点
遺物写真　3 点

5 月 28 日

群馬県立歴史博物館 第 111 回企画展『弥生人は
二度死ぬ』に利用するため

麻生田大橋遺跡 遺物写真　1 点 5 月 30 日

名古屋市教育委員会 企画展『木を加工して組み
合わせる「わざ」』に利用す
るため

八王子遺跡 遺物写真　1 点 6 月 12 日

安西工業株式会社 SNS を利用した広報活動の
ため

西二葉町遺跡 作業状況写真　5 点 6 月 18 日

春日井市教育委員会 企画展『掘った！分かった !?
春日井の中世史〜暮らしを
支えたモノ・ワザ・ココロ〜』
に利用するため

松河戸遺跡 遺構写真　6 点 8 月 1 日

ローズ倶楽部 会報誌の広報活動に利用す
るため

亀塚遺跡 遺物写真　1 点 8 月 5 日

株式会社吉川弘文館 『東海の中世史 4　戦国争乱
と東海の大名』に利用する
ため

清洲城下町遺跡 遺物写真　1 点 8 月 14 日

豊橋市美術博物館 特別展『銅鐸の国ｰ伊奈銅鐸
出土 100 年ｰ』に利用する
ため

朝日遺跡
八王子遺跡
石座神遺跡

遺物写真　4 点
遺物写真　1 点
遺物写真　2 点
遺構写真　1 点

8 月 15 日

宮崎県立西都原考古博
物館

開館 20 周年記念特別展『〜
海を越えたヒト・モノ・コ
コロの交流史〜』展示会２

「土偶の美」と「縄文の美」
〜東北日本と九州〜に利用
するため

牛牧遺跡 遺物写真　2 点 8 月 27 日

豊橋市美術博物館 特別展『銅鐸の国ｰ伊奈銅鐸
出土 100 年ｰ』に利用する
ため

八王子遺跡 遺物写真　5 点 9 月 27 日

公益財団法人　瀬戸市
文化振興財団

企画展『喫茶とせとやき』
に利用するため

鶯窯跡 遺物写真　3 点 10 月 2 日

奈良文化財研究所歴史
資料研究室気付木簡学
会

『木簡研究』４６号へ掲載の
ため

一色城跡 遺物写真　1 点 11 月 18 日

あいち朝日遺跡ミュー
ジアム

企画展『弥生時代の食事情』
に利用するため

朝日遺跡 遺物写真　1 点
遺構写真　１点

11 月 27 日

中日新聞 中日新聞朝刊「えと特集」
への掲載のため

花の木古墳群 遺物写真　2 点 11 月 28 日

名古屋市教育委員会 企画展『西区比良遺跡と弥
生文化』に利用するため

月縄手遺跡 遺構写真　10 点 1 月 10 日

株式会社アッシュ 書籍『名古屋市のトリセツ』
への掲載のため

朝日遺跡 遺構写真　１点 1 月 21 日

あいち朝日遺跡ミュー
ジアム

企画展『あいちの発掘調査
2024』に利用するため

亀塚遺跡 遺物実測図　1 点 1 月 22 日

資料の貸出一覧
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	 報告書 PDF 282 本
 説明会資料 130 本
 年報 PDF 576 本
 各遺跡の広報誌 248 本
 埋蔵文化財展資料 21 本
 講座資料 41 本
 その他チラシ類 112 本
 遺跡位置登録 286 件
 写真登録（遺跡アルバム） 46,223 点
 実測図登録 31,463 点
     YouTube コンテンツ　　　　  15  点

　今年度末までに公開された PDF および画像データは
表のとおりである。今年度は報告書 5 点、説明会資料
9 点、各遺跡の広報誌 13 点、講座資料 4 点、写真登録
1,168 点、実測図 90 点掲載できた。また、YouTube
コンテンツは、令和 5 年度末に公開したもので、10 か
月間で 2605 〜 2.4 万回の視聴を記録している。

ホームページなど

地元説明会
　遺跡名 　      所在地 　　　　　        開催日                 　     参加人数        　 種　別
清洲城下町遺跡 　　   清須市一場矢倉地内               令和6年4月13日（土）             100名 　　　地元説明会
青山神明遺跡　　 西春日井郡豊山町 　　　令和6年4月13日（土）             135名 　　　地元説明会
青山神明遺跡　　 西春日井郡豊山町　　　令和6年9月7日（土）     72名 　　　地元説明会
西二葉町遺跡　　 名古屋市東区　　　　　令和6年9月14日(土)15日（日）    710名 　　　地元説明会
青山神明遺跡　　 西春日井郡豊山町　　　令和6年10月5日（日）    71名 　　　地元説明会
一色天神遺跡　　 稲沢市一色森山町　　　令和6年10月26日（日）    63名 　　　地元説明会
野添・萱野遺跡　  豊橋市石巻本町           令和6年12月7日（土）    46名 　　　地元説明会
青山神明遺跡　　 西春日井郡豊山町　　　令和7年1月18日（土）    59名 　　　地元説明会

報告書作成のための指導
　遺跡名 　　　　指導日 　　　　　指導者 　　    所　　属
下延坂遺跡　　　　　　　　令和6年9月18日（水）　　  増子康眞  名古屋考古学会

花の木古墳群・　　　　　　 令和6年10月16日（水）　　鈴木とよ江 西尾市教育委員会

花の木遺跡・　　　　　　　 令和7年2月21日（金）       磯貝龍志             岐阜県文化財保護センター

花の木北遺跡  　　　　　　 令和7年3月10日（月）　　  鈴木一有  浜松市博物館

一色青海遺跡　　　　　　　令和7年3月3日(月)　　　 宮腰健司              元愛知県埋蔵文化財センター センター長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石黒立人             元愛知県埋蔵文化財センター副センター長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井智大　　　　  三重県埋蔵文化文化財センター

名古屋城三の丸遺跡　　　　令和7年3月10日（月）　　  井上喜久男　　　  元愛知県陶磁美術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤羽一郎　　　　  元愛知淑徳大学非常勤講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本直久　　　　  瀬戸市文化振興財団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子健一　　　　  瀬戸市文化振興財団
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青山神明遺跡の地元説明会 西二葉町遺跡の地元説明会

発掘調査指導の様子 ( 一色天神遺跡 ) 発掘調査指導の様子 ( 辻惣山遺跡 )

説明会資料

発掘調査における遺構・遺物などの指導
　遺跡名 　　　　指導日 　　　　　指導者 　　    所　　属
一色天神遺跡  　　　　　　 令和6年12月10日（火）       伊藤秋男  南山大学名誉教授

辻惣山遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石黒立人             元愛知県埋蔵文化財センター副センター長

萱野遺跡 　　　　　　　　  令和6年12月13日（金）       岩原　剛　　　　 豊橋市文化財センター所長

青山神明遺跡　　　　　　　令和7年2月 4日（火）　　　 岡本直久　　　　 瀬戸市埋蔵文化財センター所長
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運営協議会委員
　朝日　真 愛知県県民文化局文化部長

　黒澤　浩 南山大学人文学部人類文化学科教授

　城ヶ谷和広 愛知県埋蔵文化財調査センター主任

　竹内　誠 名古屋大学大学院環境学研究科教授

   都築暢也 元中京大学文学部歴史学科客員教授

   馬場　基　  独立行政法人国立文化財機構

　　　　　　  奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター長    

　𡈽方宗広　  愛知県都市教育長協議会会長 ( 常滑市教育長 )

　古尾谷知浩  名古屋大学大学院人文学研究科教授

　　

専門委員
 考 古 学  伊藤秋男　 南山大学名誉教授

 岩 石 学  榎並正樹 名古屋大学名誉教授

 考 古 学  梶原義実 名古屋大学大学院人文学研究科教授

 考 古 学  柴垣勇夫 元愛知淑徳大学教授

 形質人類学 多賀谷　昭 長野県看護大学名誉教授

 動物考古学 新美倫子 名古屋大学博物館・情報研究科准教授

 古代史学 西宮秀紀 愛知教育大学名誉教授

 建築史学 濱田晋一 名古屋工業大学大学院准教授

 木材組織学 吉田正人 名古屋大学大学院生命農学研究科准教授

 保存科学 脇谷草一郎 独立行政法人国立文化財機構
   奈良文化財研究所 保存修復科学研究室長

センター長 　　　

管理課
  

  

調査課

管理課長

主 任

主 任

主 事

川澄堅司

榊原聡史

田中有紀

村岡　香

樋上　昇

鈴木正貴

永井宏幸

蔭山誠一

永井邦仁

鈴木恵介

酒井俊彦

渡邉　峻

田中　良

梶田真由

伊藤尚巳

調査課長

主任専門員

調査研究専門員

調査研究主任

調査研究主事

堀木真美子

武部真木

川添和暁

早野浩二

池本正明

荒木徳人

河嶋優輝
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